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■ 使 用 上 の ご 注 意
· ご 使 用 後 は AC ア ダプ タ を コ ン セ ン ト か ら 必 ず 抜 い て お い て く だ さい 。

· テレ ビ 画 面 か ら で き る だ け 離 れ て ゲ ー ム を し て く だ さい 。

· 長 時 間 ゲ ー ム を す る 時 は 、 健 康 の た め 、 1 時 間 ない し 2 時 間 ご と に 10分
~15 分 の 小 休 止 を し て く だ さ い 。

· 精 密 機 器 で すの で、 極 端 な 温 度 条 件 下 で の 使 用 や、 保 管 及 び 強 い シ ョッ
ク を 避け て く だ さい 。 また 絶 対 に 分 解し な い で く だ さい 。

· 端 子 部 に 手 を ふ れ た り、 水 に ぬ ら す な ど、 汚 さ ない よ うに し て く だ さい 。

故 障 の 原 因 と な り ま す 。

· シ ン ナ ー 、 ベ ン ジ ン、 ア ル コ ー ル 等 の 揮 発 油 で ふ か な い で く だ さい 。
· ス ー パ ー フ ァ ミ コ ン を プ ロ ジ ェ ク シ ョ ン テ レ ビ (ス ク リ ー ン 投 影 方 式 の

テ レ ビ) に 接 続 す る と、 残 像 現 象 (画 面 ヤ ケ) が 生 ず る た め、 接 続 し ない
で く だ さ い 。

■ 健 康 上 の 安 全 に 関 す る ご 注 意
疲 れ た 状 態 や、 連 続 し て 長 時 間 に わ た る プ レ イは 、 健 康 上 好 ま し く あ り

ま せ ん の で 避 け て く だ さい 。 また 、 ご く 稀に 、 強 い 光 の 刺 激 や、 点 滅 を受
け た り 、 テ レ ビ 画 面 等 を 見 た り し てい る 時 に 、 一 時 的 に 筋 肉 の け い れ ん や、
意 識 の 喪 失 な ど の 症 状 を 経 験 す る 人 が い ま す 。 こ う し た 症 状 を 経 験 し た 人
は、 テレ ビ ゲ ー ム を す る 前 に 必 ず 医 師 と 相 談 し て く だ さい 。 ま た 、 テレ ビ
ゲ ー ム を し て い て、 この よ う な 症 状 が 起 き た 場 合 に は 、 ゲ ー ム を止 め、 医
師 の 診 察 を受け て く だ さい 。

■ ト ラ ブ ル に つ い て
お 買 い 上げ い た だ い た 製 品 が 動 作 し な い 場 合 や、 何 回 か 遊 ん だ だ け で ゲ ー
ム が で き な く な っ て し ま っ た 場 合 な ど は 、 ゲ ー ム カ セ ッ ト に 故 障 内 容 を 書
き 添 え て、 下 記 の 当 社 係 あ て に お 送 り く だ さい 。 検 査 の 上、 次 の よ うに 処
理 さ せ て い た だ き ま す。

1. 製 造 段 階 で の 問 題な ど、 当 社 の 責 に 帰 す べ き 事 由 に よ る 動 作 不 良 の 場
合は 、 完 動 品 と 無 償 交 換 い た し ま す。

2. お 客 様 の 不 注 意に よ る 故 障 や、 長 期 の 使 用 に よ る 故 障 な ど、 当 社の 責
に 因 ら な い 事 由 で の 動 作 不 良 の 場 合 は 、 3,000円 に て 有 償 交 換 い た し ま す
(事 情 に よ り、 有 償 交 換 価 格 を 変 更 す る こ と が あ り ま す 。 ご 了 承 く だ さ い ) 。

3. お 客 様 の 不 注 意 で カ セ ッ ト を 破 損 し た 場 合は 、 有 償 交 換 い たし ま せ ん。

ご 了 承 く だ さい 。

· 不 良 品 の 検 査 · 交 換 な ど に は 多 少 時 間 が か か る 場 合 が あ り ま す。 また、

故 障 内 容 を お 書 き 添 え に な ら な い と、 症 状 の 判 定 に 時 間 が か か り、 処 理 が
遅 れ る こ と が あ り ま す。

· 通 常 の 封 筒 · 小 荷 物 な ど に 現 金 を 同 封 す る と、 郵 便 法 に 触 れ ま す。 交 換
手 数 料は 郵 便 小 為 替に て ご 同 封 く だ さい 。 ま た 、 万 一 の 郵 便 事 故に よ る 紛
失、 破 損 な ど に つ い て は 当 社 で は 保 証 で き ま せ ん の で、 で き る 限 り 「簡 易
書 留 郵 便 」 で お 送 り く だ さい ま す よ う お 願い 申 し 上 げ ます。
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は じ め に

前作 『信 長の 野 望 · 武 将 風 雲 録』 が 発売 さ れ て以 来、 さ

ら な る 続 編 を と い う 声 が た く さ ん 寄 せ ら れ て き ま し た 。 そ

うし た 皆 様 の 熱 い ご 要 望に お 応 え し て、 つ い に 『信 長 の 野

望 · 覇 王 伝 』 を お 届 け で き る こ と に な り ま し た 。 こ れ ま で

の 信 長 シリ ー ズ で 蓄 え ら れ て き た 戦 略 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ゲ

ー ム の シ ス テ ム も よ り 完 成 度 の 高 い も の と な り、 さ らに グ

レー ド アッ プ し て 『信 長』 は 帰 っ て き まし た。

『信 長 の 野 望 · 覇 王 伝』 の 舞 台 背 景 と な っ てい る の は 戦

国 時 代 で す 。 各 地 で 複 数 の 勢 力 が 乱 立 し、 血 で 血 を 洗 う よ

う な 戦 の 続 い た 時 代 で し た 。 し か し、 戦 国 の 時 代 は 無 味 乾

燥 な 戦 の 連 続 だ っ た わけ で は あ り ま せ ん 。 戦 は 命 懸 け だ っ

た か ら こ そ、 そ こ に は 数 々 の ド ラ マ が 生 ま れ た の で す 。 自

らの 夢 を託 し て 命 を 懸 け て 戦い、 惜 し く も 散 っ てい っ た 英

雄た ち…… 。 私 が 『覇 王 伝』 で 再 現 し た か っ た の は 、 ま さ

に そ れ な の で す。 前 作 『武 将 風 雲 録』 で 文 化 を 象 徴 す る

「茶 会 」 が 導 入 さ れ て以 来、 『覇 王 伝 』 で も 「単 な る 戦 争の 連

続に 終 始 し な い ゲー ム 」 を 主 眼 と し て い るの で す。

どう ぞ、 実 際 の 戦 国 大 名に な り か わ っ て、 あ な た 自 身 の

「野 望 」 を 実 現 し、 人 間 ド ラ マ に 触 れ て み て く だ さい 。 ロ マ

ン 溢 れ る 世 界が あ な た を 待 ち受け てい る こ と で し ょ う。

シブ サ ワ · コ ウ
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『信 長 の 野 望· 覇 王 伝 』と は

□ 覇 王 伝 の 概 要
歴 史 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ゲ ー ム

·

『信 長 の 野 望 · 覇 王 伝 』 は 、 戦 国 時 代 を 舞 台 と し た 歴 史 シ

ミ ュ レ ー シ ョ ン ゲ ー ム で す 。 プ レ イ ヤ ー は 戦 国 大 名 の 一

人 と な り、 天 下 統一 を め ざ し ま す。

その た め に は 内 政 · 外 交 · 軍 事 の 3 つ の 戦 略 を、 配 下 武

将 を 上 手 に 使 っ て 推し 進 め、 着 実に 勢 力 範 囲 を 広 げ て い
く こ と が 大 切 で す。

■ 城 単 位 制

本 ゲー ム で の コ マ ン ド ( 命 令) 実 行 は 城 単 位 で す。 他 国

攻 略 は 、 「城 の 取 り 合 い 」 で あっ て 「国 の 取 り 合 い 」 で は
あり ま せ ん 。 その た め に も 城 の 位 置 関 係 は 重 要 な 要 素に
な っ て き ま す 。

■ 論 功 行 賞 の 導 入

「武 将 に 対 す る 評 価 」 とい う 要 素 が 新 た に 加 わ り ま し た 。

そ れ ぞ れ の 働 きに 応 じ て 武 将 た ちは 「勲 功 」 を 蓄 積 し ま

す。 「勲 功 」 の 値 が 高 く な っ た に も 関 わ ら ずに 武 将 を 放 置

し て お く と、 その 武 将 の 「忠 誠 心 」 は 低 下 す るの で、 大
名 は 、 その 武 将 の 功 績 を 「論 功 行 賞 」 で 評 価 し て や ら な

け れ ば な り ま せ ん 。 大 名 と し て は 、 適 正 な 評 価 を し て 武
将 の 「 忠 誠 心 」 を 上 げ 、 堅 固 な 組 織 を 作 る こ と が 重 要 な

ポ イ ン ト と な り ま す。

■ 戦 争 の 新 シ ス テ ム

戦 争 に つ い て は 、 「 籠 城 戦 」 が 、 前 作 『信 長 の 野 望 ·
武 将 風 雲 録』 ま で 採 用 さ れ て い た ‘ 城 内 で 部 隊 ご と に 戦

う’ 形 式 か ら ‘ 籠 城 中 の 城 VS 攻 撃 側 の 各 部 隊 ’ と い う

形 式 に 変 わり、 「攻 城 」 と い う 要 素 が 新 た に 加 わ り ま し た 。
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ロ ゲ ー ム の 進 行
基 本 的 な 進 行 は 、 前 作 『信 長 の 野 望 · 武 将 風 雲 録』 ま で

の 歴 史 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ゲ ー ム と 同 様 で す。

ター ン (コ マ ン ド を 出 す 機 会) は 、 月 に 1 度 (1 年 で 12
回 )、 大 名 ま た は 国 主 の い る 城 に 回 っ て き ま す 。 プ レ イ ヤ

ー の 担 当 す る 「大 名 お よび その 配 下 の 国 主 」 の い る 城 に
回 っ て き た タ ー ン が プ レ イ ヤ ー の タ ー ン に な り ま す。

タ ー ン が 回 っ て き た 城 で は コ マ ン ド を 出 す こ と が で き ま

す。 こ こ で プ レ イ ヤ ー が コ マ ン ド を 出 し ま す。 最 後 に
「終 了」 の コ マン ド を 出 す と その 城 の ター ン は 終 了 し 、 別
の 城 に ター ン が 移 り ま す。

この 「タ ー ン ご と の コ マ ン ド 出 し 」 を 繰 り 返 し て、 プ レ
イ ヤ ー は 天 下 統 一 を め ざ し ま す。

□ 勝 利 条 件
以 下 の う ち、 い ず れ か の 条 件 を 満 た し た 場 合、 プ レ イ ヤ

ー の 勝 利 に な り ま す。

(A) プ レ イ ヤ ー の 選 ん だ 大 名 が、 す べ て の 城 ( 全 国 で 110

城 ) を武 力 で 支 配 下 に 治 め る 。

(B)プ レ イ ヤ ー の 選 ん だ 大 名 が 、 征 夷 大 将 軍に な っ た 上 で 、

すべ て の 他 勢 力 を 外 交 で 傘 下に 加 え る。

プレ イ ヤ ー の 選 ん だ 大 名 が、 戦 争 や 寿 命 で 死 亡 し た 場 合、

領 国 お よび 配 下 武 将 が その 大 名に 残 さ れ てい れ ば 、 配 下
武 将 の 中 か ら 後 継 者 を 選 ん で ゲ ー ム を 続 行 す る こ と が で

き ま す。

も し 、 城 お よ び 配 下 武 将 が 残 さ れ て い な け れ ば 敗 北 と な

り、 その 時 点 で ゲ ー ム オ ー バ ー で す。

『
信
長
の
野
望
·
覇
王
伝
』
と
は
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ゲ ー ム を 始 め る 前 に
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ン ト ロ ー ラ の 使 い 方

Nintendo
SUPER FamIcom ×

+
A

Y
SELECT START

日

+ ボ タン

[ 選 択]
B ボ タ ン

[取 消 ]
A ボ タ ン

[ 決 定 ]

■ 基 本 的 な 操 作
コ ン ト ロ ー ラ の 基 本 的 な 使 い 方 は 次 の 通 り で す 。

[ 選 択 ] + ボ タン を 使 い ま す 。

[ 決 定 ] A ボ タ ン を 押 し ま す。

[ 取 消 ] B ボ タン を 押 し ま す 。

■ コ マ ン ド の 実 行

カ ー ソ ル (▷ マ ー ク ·[ ] マー ク) を+ ボ タ ン で 上 下

左 右に 動 か し て、 実 行 し たい コ マン ド に 合 わ せ ま す 。 次
に 、 A ボ タ ン を 押 し て コ マン ド を 実 行 し ま す 。 コ マ ン ド
実 行 前 に B ボ タ ン を 押 す と、 その コ マ ン ド は キ ャ ン セ ル

さ れ ま す 。

■ 実 行 と 取 消

「よ ろ し い で す か 」 とい う 確 認 画 面 が 表 示 さ れ た 場 合は 、

「実行 」 (YES· は い ) ま たは 「取 消 」 (NO· い い え) を

選 ん で A ボ タン を 押 し ま す。 B ボ タン を 押 す と、 自 動 的

に 「取 消 」 を 選 ん だ こ と に な り ま す。

·
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■ 一 覧 表 か ら の 選 択

[1 つ を 選 択 ] 一 覧 表 か ら 何 か 1 つ を 選 ぶ 場 合 は 、 選
び たい 項 目 に カ ー ソ ル を 合 わ せ て A ボ タ ン を 押 し ま す 。

[ 複 数 を 選 択 ] 一 覧 表 か ら 2つ 以 上 の 項 目 を 選 ぶ 場 合

は 、 選 び た い 項 目 に カ ー ソ ル を 合 わ せ て A ボ タン を 押 す

と、 選ば れ た 項 目 が 赤 色 で 表 示 さ れ ま す。 取 り 消 す 場 合

は、 も う 一 度 その 項 目 に カ ー ソ ル を 合 わ せ て A ボ タ ン を

押 し ま す。 すべ て の 項 目 を 選 び 終 わ っ た ら、 画 面 の い ち

ば ん 下 の 「決 定 」 を 選び 、 A ボ タン を 押 し ま す。

■ ペ ー ジ の 切 り 替 え

一 覧 表 な ど で 、 画 面 に 全 項 目 を 表 示 し き れ な い 場 合 は、

ペ ー ジ を 切 り 替 え て 表 示 し ま す。 + ボ タン の 左 右 で ペ ー

ジ の 切 り 替 え が で き ま す 。 な お、 画 面 右 下 に 「 1/2 」

と 表 示 さ れ る 場 合、 2 ペ ー ジ あ る う ち の 1 ペ ー ジ 目 で あ

る こ と を 意 味 し ま す。

■ 城 の 選 択

選 択 可 能 な 城 が 画 面 上 に 「可 」 マ ー ク で 表 示 さ れ ま す。

城 に カ ー ソ ル を 合 わ せ て A ボ タン を 押 し ま す 。

■ 数 値 の 入 力

数 値 の 入 力 は 、 入 力 用 テ ー ブ ル を 使 っ て 行い ま す (P35
参 照) 。 入 力 し た い 数 字 に カ ー ソ ル を 合 わ せ て A ボ タン を

押 し ま す。 入 力 制 限 (○~○) ? を 超 え て 入 力 す る と 自

動 的 に キ ャン セ ル さ れ ま す。

■ 戦 争 で の 移 動 · 攻 撃 先 の 決 定

移 動 · 攻 撃 可 能 範 囲 が 戦 争 画 面 上 に 表 示 さ れ ま す。 移
動 · 攻 撃 し よ う と す る 地 点 に カ ー ソ ル を 合 わ せ て A ボ タ

ン を 押 し ま す。

S
C
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ロ マ ウ ス の 使 い 方

OPORTUIN

右 ボ タン 左 ボ タン マ ウ ス 本 体
[ 選 択][取 消 ] [決 定]

■ 基 本 的 な 操 作

スー パ ー フ ァ ミ コ ン マ ウ ス (以 下、 マ ウ ス) の 基 本 的 な

使 い 方 は 次 の 通 り で す。

[ 選 択 ] マ ウ ス 本 体 を 動 か し ま す。

[ 決 定] 左 ボ タ ン を 押 し ま す。 ( 左 クリ ッ ク)
[ 取 消 ] 右 ボ タン を 押 し ま す 。 (右 ク リ ッ ク)
■ コ マ ン ド の 実 行
マ ウ ス 本 体 を動 か し て、 画 面 上 の ♪( 以 下 、 カ ー ソ ル )
を 動 か し ま す 。 実 行 し た い コ マン ドに カ ー ソ ル を 合 わ せ
て 左 ク リ ッ ク し ま す。 コ マ ン ド 実 行 前 に 右 ク リ ッ ク す る

と、 その コ マ ン ド は キ ャン セ ル さ れ ま す 。

■ 実 行 と 取 消

「よ ろ し い で す か 」 とい う 確 認 画 面 が 表 示 さ れ た 場 合 は、

「実 行 」 (YES· は い ) ま た は 「取 消 」 (NO· い い え) の

ど ち ら か に カ ー ソ ル を 合 わ せ て 左 ク リ ッ ク し ま す。 右 ク

リッ ク す る と、 自 動 的 に 「取 消」 を 選ん だ こ とに な り ま す。
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■ 一 覧 表 か ら の 選 択

[1 つ を 選 択 ] 一 覧 表 か ら 何 か 1 つ を 選 ぶ 場 合 は 、 選
び たい 項 目に カ ー ソ ル を 合 わ せ て 左 ク リ ッ ク し ま す。

[ 複 数 を 選 択 ] 一 覧 表 か ら 2 つ 以 上の 項 目 を 選 ぶ 場 合

は 、 選び た い 項 目 に カ ー ソ ル を 合 わ せ て 左 ク リ ッ ク す る

と、 選ば れ た 項 目 が 赤 色 で 表 示 さ れ ま す 。 取 り 消 す 場 合
は、 も う 一 度 そ の 項 目 に カ ー ソ ル を 合 わ せ て 左 ク リ ッ ク

し ま す。 す べ て の 項 目 を 選 び 終 わ っ た ら、 画 面 の い ちば
ん 下 の 「決 定」 を 選び ま す。

■ ペ ー ジ の 切 り 替 え

一 覧 表 な ど で、 画 面 に 全 項 目 を 表 示 し き れ ない 場 合 は 、

ペ ー ジ を 切 り 替 え て 表 示 し ま す 。 画 面 上 の 矢 印 マー カ ー
に カ ー ソ ル を 合 わ せ て 左 クリ ッ ク す る と ペ ー ジ の 切 り 替
え が で き ま す 。 な お、 画 面 右 下 に 「 1/2 」 と 表 示 さ れ

る 場 合、 2ペ ー ジ あ る う ちの 1 ペ ー ジ 目 で あ る こ と を 意
味 し ま す。

■ 城 の 選 択

選 択 可 能 な 城 が 画 面 上 に 「 可 」 マ ー ク で 表 示 さ れ ま す。

城 に カ ー ソ ル を 合 わ せ て 左 ク リ ッ ク し ま す。

■ 数 値 の 入 力

数 値 の 入 力 は 、 入 力 用 テー ブ ル を 使 っ て 行 い ま す (P35
参 照) 。 入 力 し た い 数 字 に カ ー ソ ル を 合 わ せ て 左 ク リ ッ ク

し ま す 。 入 力 制 限 (○~○) ? を 超 え て 入 力 す る と 自 動
的 に キ ャ ン セ ル さ れ ま す。

■ 戦 争 で の 移 動 · 攻 撃 先 の 決 定
移 動 · 攻 撃 可 能 範 囲 が 戦 争 画 面 上 に 表 示 さ れ ま す 。 移
動 · 攻 撃 し よ う と す る 地 点 に カ ー ソ ル を 合 わ せ て 左 ク リ

ッ ク し ま す 。
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ロ ゲ ー ム の ス ター ト
1 ゲ ー ム を セ ッ ト す る

ROM カ セ ッ ト を ス ロ ッ ト に 差 し 込 み 、 本 体 の 電 源 を入 れ

る と 、 オ ー プ ニ ン グ が 始 ま り ま す 。 マ ウ ス を 使 用 す る 場

合 は 、 電 源 を 入 れ る 前 に マ ウ ス を 接 続 し て く だ さ い 。

START ボ タ ン / 左 ク リ ッ ク で 、 オー プ ニン グ を と ば し て
2 に 進 み ま す。

2 操 作 手 段 の 選 択

ど ち ら を 使 用 し ま す か ?
使 用 す る 方 の ボ タ ン を

押 し て 下 さ い
· コ ン ト ロ ー ラ

· マ ウ ス

操 作 手 段 を 選 び ま す。 コン
ト ロ ー ラ コ ネ ク タ 1·2 の

両 方 に コ ン ト ロ ー ラ が 接 続

さ れ てい る 場 合 に は 、 2 の

画 面 は 表 示 さ れ ず、 自 動 的 に 3 に 進 み ま す。

コ ン ト ロ ー ラ か マ ウ ス か 、 操 作 に 使 用 す る 方 の ボ タン を

ど れ か 押 し ま す。

以 後 は コン ト ロ ー ラ か マ ウ ス の ど ち ら か で ゲ ー ム を 進 め

ま す 。 両 方 を同 時 に 使 用 す る こ と は で き ま せ ん。

3 ゲ ー ム の 選 択

新 し く 始 め る
セー ブ デ ー タ を 読 み 込 む

「新 し く 始 め る 」 か 、 「 セー ブ デ ー タ を 読 み 込 む 」 か を 選

び ま す。

「新 し く 始 め る 」 を 選 ぶ と、 4 に 進 み ま す。

「セ ー ブ デー タ を 読 み 込 む 」 を 選 ぶ と、 記 録し て お い た と

こ ろ か ら ゲ ー ム を 再 開 で き ま す (P15 参 照) 。

た だ し、 ゲ ー ム を 再 開 す る た め に は 、 す で に ゲ ー ム デ ー

タ を記 録し て あ る こ と が 必 要 で す。
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4 プ レ イ 内 容 の 設 定

ゲ ー ム の プ レ イ 内 容 を 設 定 し ま す。 選 ん だ 項 目 は 、 緑 色
で 表 示 さ れ ま す。

プ レ イ 内 容 を 決 定 し て 下 さ い

シ ナ リ オ :1551 年 1568 年 1582年
モ ー ド : 理 知 的 好 戰 的
レ ベ ル : 初 級 中 級 上 級

大 名 人 數 :012345678
他 国 合 戦 : 見 る 任 意 見 な い

よ ろ し い で す か ? 実 行

ゲ
ー

ム
を

始

め
る

前

に

1 シ ナ リ オ :1551 年 1568 年 1582 年

ゲ ー ム を 始 め る 年 を 決 め ま す (P16~P21 参 照) 。

2 モ ー ド : 理 知 的 好 戦 的

コン ピ ュ ー タ の 性 格 を 決 め ま す。

3 レ ベ ル : 初 級 中 級 上 級

ゲー ム の 難 し さ を 決 め ま す。

4 大 名 人 数 :0~8 人
プ レ イ 人 数 を 決 め ま す。 0 人 に す る と、 コ ン ピ ュ ー タ が
プ レ イ す る デ モ プ レ イ を 見 る こ と が で き ま す 。 デ モ プ レ

イ を 見 る の を や め る と き は 、 リ セ ッ ト ボ タ ン を 押 し ま す。

5 他 国 合 戦 : 見 る 任 意 見 な い

他 国 の 戦 争 を 見 る か 見 ない か 決 め ま す。 「任 意 」 に 設 定 す
る と、 戦 争 が 起 こ る た び に 「 見 る/ 見 ない 」 を決 め ら れ
ま す 。

以 上 の 5つ を す べ て 決 め 終 え た ら 最 後 に 「 実 行 」 を 選 び
ま す 。 決 め 直 し たい と きは 、 B ボ タン / 右 ク リ ッ ク で 3

に 戻 り ま す。

S
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5 大 名 の 選 択
プ レ イ ヤ ー が 担 当 す る 大 名 を 選 び ま す 。

ゲ
ー

ム
を

始
め
る

前
に

大 名 を 選 ん で 下 さ い = 3/5

足 利 義 輝

DOFE

六 角 定 頼
→ 色 義 率
北 富 晴 雲
朝 意 義 景
浅 井 名政
織 田 信 長
斎 藤 道 三

川 義 元
本 願 寺 光 教

14 で 選 ん だ シ ナ リ オ に 登 場 す る 大 名 の 一 覧 が 表 示 さ れ

ま す 。 一 覧 の 中 か ら 担 当 す る 大 名 を 選 び ま す。

2 選 ん だ 大 名 の 顔 と 名 前 が 表 示 さ れ ま す。

「実 行 」 を 選 ぶ と 6 に 進 み ま す 。 「取 消 」 を 選 ぶ と 1 の 大
名 選 択 に 戻 り ま す。

6 改 名 す る か し な い か

「改 名 し ま す か 」 と 表 示 さ れ ま す。

「実 行 」 を 選 ぶ と、 「改 名 入 力 」 (P13 参 照) に 進 み ま す。

「取 消 」 を選 ぶ と、 で � に 進 み ま す。

7 確 認

「よ ろしい で す か 」 と 確 認 し て き ま す。

シ ナ リ オ :1551 年

モ ー ド :「 理 知 的
レ ベ ル : 初 級

大 名 人 数 :1 人
他 国 合 戦 : 任 意

そ れ で は ゲ ー ム を 開 始 し ま す
よ ろ し い で す か

実 行 服 消

「取 消 」 を 選 ぶ と、

4 に 戻 り ま す。

「実 行 」 を選ぶ と、

ゲ ー ム ス タ ー ト

で す。
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□ 改 名 入 力
5 大 名の 選 択 」 で 選 ん だ 大 名 を改 名 す る こ と が で き ま す。

■ 改 名 者 選 択

「5 大 名 の 選 択 」 で 選 ん だ 大 名の 名 前 が一 覧 表 示 さ れ ま す。

改 名 す る 大 名 を 選 ぶ と、 入 力 画 面 に 切 り 替 わり ま す。 選
び 直 す 場合 は 、 B ボ タ ン / 右 クリ ッ ク で 「4 プレ イ 内 容

の設 定」 に 戻 り ま す。

■ 改 名 入 力

文 字 を 選 ん で く だ さ い
戻 る 英 数 決 定

あ か さ た な は ま や ら
い き し ち に ひ み り お

ふ む ゆ る
え け せ

そ
れ を

お こ そ よ ろ ん

担 当 す る 大 名 の 名 前 を

「姓 (苗 字 ) 」 に 限 っ て 3
文 字 ま で 改 名 す る こ と が

で き ま す 。 文 字 の 種 類 は

1 文 字 ずつ 変 え ら れ ま す。

画 面 上 部 に は 以 下 の よ う な 特 別 機 能 が あり ま す 。

[ 戻 る] 1文 字 前 に 戻 り ま す。 訂 正 す る と きに 選び ま す。

[ 英 数 ] 英 数 画 面 に 切 り 替 え ま す。 英 数 画 面 で は 、 ア ル

フ ァ ベ ッ ト · 数 字 · 記 号 を 入 力 し ま す。

[ か な ] か な 画 面 に 切 り 替 え ま す。 か な 画 面 で は 、 ひ ら

が な · カ タ カ ナ · 漢 字 を 入 力 し ま す。

[ 決 定 ] 入 力 し た 文 字 を 決 定 し ま す。

ペ ー ジ を 切 り 替 え る 場 合 は 、 L·R ボ タ ン を 押 す か、 矢

印 マ ー カ ー を 左 ク リ ッ ク し ま す。

改 名 入 力 を中 断 す る 場 合 は 、 B ボ タン を 押 す か、 右 ク リ

ッ ク し ま す。

S
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■ ひ ら が な · カ タ カ ナ の 入 力
か な 画 面 か ら 入 力 し ま す。

1 か な 画 面 か ら ひ ら が な を 1 文 字 選 ぶ と、 そ れ に 対 応 し

た 濁 音 · 半 濁 音 · 小 文 字 · カ タ カ ナ が 表 示 さ れ ま す。

2 入 力 し た い 文 字 を その 中 か ら 選 び ま す。

漢 字 の 入 力

文 字 を 選 ん で く だ さ い ■
は ハ ば バ は パ 巴 播 霸 把

波 派 醬 破 芭 馬 拝 殿 杯 背
配 倍 梅 買 売 伯 剝 拍 自 拍
薄 迫 麦 害 幡 烟 富 八 発 蔔
拔 搞 集 判 半 反 叛 帆 板 汎
畔 繫 範 飯 晚 番 盤 番 或 絲

か な 画 面 か ら 入 力 し ま す。

1 か な 画 面 か ら ひ ら が な を

1字 選 ぶ と、 その 音 で 始 ま

る 漢 字 が 表 示 さ れ ま す。

2 入 力 し た い 漢 字 を そ の

中 か ら 選び ま す。

英 数 字 の 入 力

文 字 を 選 ん で く だ さ い
戻 る か な 決 定

ABCDEFGHIJ
KLMNOPQRST
UVWXYZ
abcde f gh i j
kInmo p q r st

1/2

英 数 画 面 か ら 入 力 し ま す。

使 用 し た い 文 字 を 選び ま

す。 選 ん だ 文 字 が その ま

ま 入 力 さ れ ま す。

■改 名 入 力 の 終 了
すべ て 入 力 し 終 わ っ た ら 「決 定 」 を 選 び ま す。 改 名 者 選

択の 画 面 に 戻 っ た ら 「終了 」 を 選び ま す。
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□ 終 了 · セ ー ブ · ロ ー ド
■ 終 了

初 期 設 定 に 戻 る
ゲ ー ム を 終 了 す る

行 方 を 見 守 る
自 分 だ け 抜 け る

《 情 報 》 コ マ ン ド の

〈中 断 〉 で 〔終 了 〕 を

選び ま す。 以 下 の ど れ

か を 選び ま す。

[ 初 期 設 定に 戻 る] 初 期 設 定 画 面 に 戻 り ま す (P11 参 照) 。

[ ゲ ー ム を 終 了 す る ] ゲ ー ム を 終 了 し ま す。

[ 行 方 を 見 守 る] プレ イ ヤ ー の 大 名 を コ ン ピ ュー タ が
担 当 し て ゲ ー ム を 続行 し ま す (デ モ プ レ イ) 。

[ 自 分 だ け 抜 け る ] 複 数 プ レ イ の と き、 自 分 だ け ゲ ー
ム を 終 了 し ま す 。 終 了 し た プ レ イ ヤ ー の 大 名は コ ン ピ ュ

ー タ が 担 当 し、 残 り の プ レ イ ヤ ー は そ の ま ま ゲ ー ム を 続

行 で き ま す。

■ セ ー ブ

シ ナ リ オ 1
1554 年 3 月
尾 張
織 田 信 長

セ ー ブ し ま す か
実 行 取 消

《情 報 》 コ マ ン ド の 〈中 断 〉

で 〔記 録] を 選び ま す。

ゲ ー ム デ ー タ を セ ー ブ (記 録)
し ま す。 セ ー ブ で き る の は 1

カ 所 の み で す。

■ ロ ー ド

《情 報》 コマ ン ド の 〈中 断 〉 で 〔呼 出] を 選び ま す。

ゲ ー ム の 途 中 で 前 回 セ ー ブ し た デ ー タ を ロ ー ド す る (呼

び 出 す) こ と が で き ま す。

■ ゲ ー ム の 再 開

デー タ が セ ー ブ し て あ れ ば 、 ゲ ー ム を 途中 か ら 再 開 で き

ま す。 ゲ ー ム 開 始 時 に 「セ ー ブ デ ー タ を 読 み 込 む 」 を 選
び ま す 。
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シ ナ リ オ 紹 介

ロ シ ナ リ オ 1 1551 年

毛 利 元 就 今川 義 元 武 田 晴 信 長 尾 景 虎

戦 国 大 名 割 換 図

全 国 に 群 雄 の 割 拠 す る 時 代 。 尾 張 の 織 田 信 秀 が 死 亡 し 、

信長 が そ の 後 を 継 い で い た 。 その 頃 、 今 川 義 元 は 京 へ の

上 洛 を も く ろ み、 途 中 に あ る 尾 張 を 我 が も の に せ ん と 狙

っ て い た 。 ま た 、 斎 藤 道 三 も、 隙 あ ら ば と 睨 み を き か せ、

尾 張 の 動 向 を 探 っ て い た 。 さ ら に 尾 張 国 内 で も 反 乱 の 動
き が あ り 、 一 族 とい え ど も 油 断 が で き な い 。 ま さ に 内 憂

外 患 の 尾 張 で は あ る が 、 と も あ れ 信 長 は 一 国 の 主 と し て

世 に 出 る こ と に な っ た 。

この 時 代 、 天 下 の 情 勢 の 中 心 は 畿 内 に あ っ た 。 摂 津 の

三 好 長 慶 は 将 軍 義 輝 を 京 か ら 追 放 す る と、 自 ら 政 治 の 実

権 を 握 っ た の で あ る。 一 方 、 次 代 を 担 う 新 し い カ も 勃 興

してい た。 越 後 では 長 尾 氏 が 、 甲 斐 で は 武 田 氏 が 、 そ し
て 尾 張 で も…… 。 時 代 は こ れ か ら 動 い てい くの で あ る 。
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登 場 す る 大 名 の 一 覧 表 《シナ リ オ 1 》

大 名 本 拠 地 大 名 本 拠 地

龍 造 寺 隆 信 肥 前 朝 倉 義 景 越 前

島 津 貴 久 薩 摩 浅 井 久 政 北 近 江

立 花 鑑 載 筑 前 対 馬 織 田 信 長 尾 張

大 友 宗 麟 豊 後 斎 藤 道 三 美 濃

肥 後 今 川 義 元 駿 河

肝 付 兼 続 大 隅 本 願 寺 光 教 加 賀貝

姉 小 路 良 頼 飛 騨

伊 東 義 祐 日 向 畠 山 義 続 能 登

河 野 通 直 伊 予 神 保 長 職 越 中

毛 利 元 就 安 芸 武 田 晴 信

出 雲 隠 岐 村 上 義 清 北 信 濃

長 宗 我 部 国 親
는 효
土 佐 長 尾 景 虎 越 後 佐 渡

三 村 家 親 備 中 北 条 氏 康 相 模 伊 豆

三 好 長 慶 摂 津 上 杉 憲 政 上 野

浦上 宗 景 備 前 里 見 義 克

赤 松 晴 政 美 作 結 城 政 勝 下 総

鈴 木 佐 大 夫 下 野

畠 山 高 政 河 内 和 泉 陸 前

山 名 祐 豊 但 馬 佐 竹 義 昭

波 多 野 晴 通 丹 波 最 上 義 守 南 出 羽

足 利 義 輝 山 城 伊 達 晴 宗 陸 中

六 角 定 頼 南 近 江 安 東 愛 季

一 色 義 幸 丹 後 若 狭 南 部 晴 政 陸 奧

北 畠 晴 具 伊 勢 志 摩 蠣 崎 季 広 蝦 夷

シ
ナ
リ

オ

紹

介

相 良 晴 広
が
加

大 内 義 隆 周 防

甲 斐

尼 子 晴 久

上 総 安 房

紀 伊 宇 都 宮 広 綱

蘆 名 盛 氏

常 陸

北 出 羽
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ロ シ ナ リ オ 2 1568 年

松 永 久 秀 浅 井 長 政 朝 倉 義 景 本 願 寺 光 佐

戦 国 大 名 割 萊 図

美 濃 攻 略 も、 稲 葉 山 陥 落 と と もに 完 結 す る。 妹 婿 の 浅
井 長 政 を 近 江 に 、 幼 少 よ り の 盟 友 · 徳 川 家 康 を 三 河 に ひ

か え、 天 下 布 武 の 土 台 も 固 ま っ た 。

畿 内 で は 三 好 長 慶 の 亡 き 後、 三 好 三 人 衆 が 松 永 久 秀と

手 を 組 み 、 将 軍 義 輝 を 殺 害 し た 。 弟 の 義 昭 は 政 権 を 取 り

戻 そ う と、 各 地 の 有 力 大 名に 上 洛 を 促 す内 書 を 送 っ た が、

ま っ さ きに そ れ に 応 え た の が 信 長 で あ っ た 。 義 昭 を 擁 し

た 信 長は 堂 々 と 上 洛 を 果 た し 、 天 下 へ と 乗 り 出 す。

中 国 地 方 で は 毛 利 元 就 が 尼 子 氏 を 破 り 、 勢 力 拡 大 し て

い る 。 北 九 州 で は 大 友 宗 麟 が 筑 前 制 圧 を 進 め、 関 門 海 峡

を 挟ん で 毛 利 氏 とに ら み 合 っ て い た 。 弱 小 国 が 次 々 と 強
国 に 呑 み 込 ま れ てい く、 「弱 肉 強 食 」 の 世 界 が 各 地 で 繰り

広 げ ら れ てい た の で あっ た 。
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登 場 す る 大 名 の 一 覧 表 《シ ナ リ オ 2 》

大 名 本 拠 地 大 名 本 拠 地

龍 造 寺 隆 信 肥 前 朝 倉 義 景 越 前

島 津 義 久 薩 摩 浅 井 長 政 北 近 江

大 友 宗 麟 豊 後 織 田 信 長 美 濃

肝 付 良 兼 大 隅 徳 川 家 康 三 河

相 良 義 陽 肥 後 本 願 寺 光 佐 加 賀

姉 小 路 良 頼 飛 騨

安 芸 今 川 氏 真 駿 河

河 野 通 宣 伊 予 畠 山 義 慶 能 登

上 杉 謙 信 越 後 佐 渡

三 村 元 親 備 中 武 田 信 玄 甲 斐

三 好 義 継 河 内 和 泉 北 条 氏 康 相 模 伊 豆

浦 上 宗 景 備 前 里 見 義 克

美 作 結 城 晴 朝 下 総

宇 都 宮 広 綱 下 野

鈴 木 佐 大 夫 紀 伊 蘆 名 盛 興 陸 前

山 名 祐 豊 但 馬 佐 竹 義 重 常 陸

波 多 野 秀 治 丹 波 最 上 義 守 南 出 羽

松 永 久 秀 伊 達 輝 宗 陸 中

足 利 義 昭 山 城 安 東 愛 季 北 出 羽

六 角 義 賢 南 近 江 南 部 晴 政 陸 奧

一 色 義 道 丹 後 若 狭

伊 勢 志 摩

松 前 慶 広 蝦 夷

北 畠 具 教

シ

ナ
リ
オ

紹

介
長 宗 我 部 元 親 土 佐

上 総 安 房

赤 松 義 祐

別 所 長 治 播 磨

伊 東 義 祐 日 向

毛 利 元 就
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ロ シ ナ リ オ 3 1582 年

島 津 義 久 毛 利 輝 元 織 田 信 長 徳川 家 康

戦 国 大 名 额 换 図

「安 土 城 」 を 拠 点 と し 、 信 長 は さ らに 版 図 を 拡 大 し て

い っ た 。 最 も 恐 れ て い た 武 田 信 玄 が 陣 中 で 病 死 し 、 毘 沙

門 天 の 化 身 · 上 杉 謙 信 も す で に 亡 か っ た 。 鉄 砲 隊 で 無 敵

の 武 田 騎 馬 隊 を 破 り 、 鉄 甲 船 で 毛 利 水 軍 を 壊 滅 さ せ た 信

長の 前 に も は や 敵 は な か っ た 。 石 山 本 願 寺 の 降 伏 に よ り、

畿 内 を 完 全 に 掌 握 し た 信 長 は 、 正 親 町 天 皇 以 下 文 武 百 官

の 見 守 る 中 、 史 上 最 大 の 馬 揃 え を 行 っ た 。 自 分 の 力 を 天
下に し ら し め る た め の 示 威 行 動 で あっ た 。

残 る 最 大 の 敵 は 中 国 の 毛 利 氏 で あ っ た 。 元 就 亡 き 後、

孫 の 輝 元 に 代 が 替 わ っ て い た が 、 輝 元 は 叔 父 に あ た る 吉

川 元 春 · 小 早 川 隆 景 の 援 助 を 受け て 信 長 に 対 抗 す る。 信
長の 天 下 統 一 は ま だ 終 わっ た わ け で は な い 。
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登 場 す る 大 名 の 一 覧 表 《シナ リ オ 3 》

大 名 本 拠 地 大 名 本 拠 地

龍 造 寺 隆 信 肥 前 真 田 昌 幸 北 信 濃

島 津 義 久 薩 摩 上 杉 景 勝 越 後 佐 渡

大 友 宗 麟 豊 後 北 条 氏 政 相 模 伊 豆

相 良 頼 房 上 総 安 房肥 後
あ

毛 利 輝 元

豊
い

伊

芸

云

前
ょ

予 蘆 名 盛 隆 陸 前

長 宗 我 部 元 親 土 佐 佐 竹 義 重 常 陸

十 河 存 保 最 上 義 光 南 出 羽

宇 喜 多 秀 家 備 前 伊 達 輝 宗 陸 中

織 田 信 長 南 近 江 安 東 愛 季 北 出 羽

鈴 木 佐 大 夫 紀 伊 南 部 信 直 陸 奧

徳 川 家 康 遠 江 松 前 慶 広 蝦 夷

武 田 勝 頼 甲 斐

シ

ナ
リ

オ

紹

介
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宇 都 宮 国 綱 下 野城 井 鎮 房

河 野 通 直

里 見 義 頼

結 城 晴 朝 下 総

讃 岐



戦 略 の 進 め 方

□ 大 ま か な ゲ ー ム の 流 れ

内

政

国
力
の

増

強

→
戦

争

領
国
の

増

大

→
内

政

国
力
の

回

復

→
外

交

他
国

と
交

渉

→
戦

争

領
国

の

増

大

!

繰り 返 し

天
下

統
一

毎 月 1 度 、 大 名 · 国 主 の い る 城 に タ ー ン (コ マン ド を 実

行 す る 機 会) が 回 っ て き ま す。 タ ー ン が 回 っ て き た 城 で

は メ イ ン コ マ ン ド を 実 行 す る こ と が で き ま す。

大 名 が 直 接 命 令 で き る の は 、 タ ー ン が 回 っ て き た 城 に い
る 配 下 武 将 ま で で す。 支 城 へ 命 令 を 出 す 場 合 は 《内 政 》

コ マ ン ド の 〈評 定 〉 を 実 行 し ま す (P29 参 照) 。

大 名 や 武 将 が メ イ ン コ マン ド を 実 行 す るに は 「気 合」 が

必 要 で す 。 コ マ ン ド を 実 行 す る た び に 武 将 の 気 合 は 消 費
さ れ ま す。 し た が っ て、 一 度 に 実 行 で き る コ マン ド の 数

は お の ず と 限 ら れ て き ま す。

内 政 だ け で は 領 国 が 増 や せ ま せ ん 。 ま た 、 戦 争 ば か り し

てい た の では 、 国 力 が 疲 弊 し て 他 国 に 攻 め 滅 ぼ さ れ る 原

因 と な り ま す。

以 上 の こ と を 基 本 と し、 内 政 · 外 交 · 軍 事 を 繰 り 返 し て

天 下 統 一 を め ざ し て く だ さい 。

戦
略
の

進
め

方
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方

□ 気 合 と は
気 合 と は 、 メ イ ン コ マ ン ド を 実 行 す る と きに 使 う 「行 動

カ」 で す。

毎 月 少 し ずつ 気 合 は 回 復 し ま す 。 回 復 の 度 合 は 武 将 の 忠

誠 心 に 関 係 し て い ま す。 忠 誠 心 が 高 い ほ ど 回 復 も 早 く な

り ま す 。

気合の 最 高 値 は 15で す。 コ マ ン ド に よ っ て 気 合 の 必 要 量

は 異 な り ま す。 現 在 あ る 気 合 を す べ て か け なけ れ ば な ら

な い コ マ ン ド も あ り ま す 。 こ の 場 合 は 、 か け た 気 合 の 量

が 大 きい ほ ど 効 果 が あ が り ま す。

その コ マ ン ド を 実 行 す る の に 必 要 な 気 合 の 足 り な い 武 将

は 、 画 面 上 に 青 色 で 表 示 さ れ ま す。 青 色 で 表 示 さ れ た 武

将 は コ マ ン ド を 実 行 で き ま せ ん 。

□ 国 と 武 将
国 の 構 成

[ 国 ] 本 城 と 支 城 か ら 構 成 さ れ ま す。

[ 本 城 ] 本 城 を 統 治 す る 大 名 が その 国 を 領 有 し ま す。

[ 支 城 ] 本 城 に 属 す る 城 で す。

■ 城 の 表 示

城 は 、 所 属 す る 国 に より そ の 色 表 示 が 異 な り ま す。

自 国 同 盟 国 敵 対 国

■ 武 将 の 身 分

[ 大 名] 国 を 支 配 し ま す。

[ 国 主 ] 大 名 の 代 わ り に その 国 を 統 治 し ま す。

[ 軍 師 ] 大 名 · 国 主 の 補 佐 役 で す。

[ 城 主 ] 大 名 の 配 下 で 一 城 の 主 で す。

[ 現 役 ] 現 役 の 武 将 で す。
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□ 城 デ ー タ
各 城 に は 以 下 の よ う な デ ー タ が あ り ま す 。

- マー クに つ い て
○: その 値 が 高 い と 有 利 な 点 ×: その 値が 低い と 不 利 な 点

城 デ ー タ は 、 《情 報 》 コ マ ン ド の 〈所 領 〉 で 見 こ と が で

き ま す 。

■ 規 ( 城 規 模 ) 城 の 大 き さ で す 。 ○: 防 御 度 が 下

が り に くい

■ 防 (防 御 度 ) 城 の 堅 固 さ で す。 ○: 城 が 落 ちに くい

■ 貫 ( 貫 高 ) 城 の 貫 高 (百 貫 ) で す 。 ○: 米 の 収

穫 が 増 す

■ 商 (商 業 値 ) 町 の 商 業 的 価 値 で す。 ○: 税 収 が 増す
■ 糧 ( 兵 糧 ) 米 の 量 で す 。 7 月 に 貫 高 に 応 じ て 増 え

ま す 。

■ 銭 ( 蓄 銭 ) 金の 量 で す 。 1 月 に 商 業 値 に 応 じ て 増

え ま す。

■ 人 ( 人 口 率 ) 城 の 総 貫 高 を 100 と し た と きの その 城

の 人 口 の 割 合 で す。

■ 治 ( 治 安 度 ) 治 安 の 良 さ で す。 × : 一 揆 が 起 き

や す く な り 、 税収 も 下 が る

■ 将 ( 武 将 数 ) 城 に い る 武 将 の 人 数 で す。

■ 兵 ( 兵 士 数 ) 足軽 数 (百 人) で す。

■ 馬 ( 騎 馬 ) 城 に あ る 騎 馬 (百 頭 ) の 数 で す。

■ 砲 ( 鉄 砲 ) 城 に あ る 鉄 砲 (百 挺) の 数 で す。

■ 練 ( 訓 練 度 ) 兵 士 の 訓 練の 度 合 で す。

以 下 の 表 示 の あ る 城 で は 次 の よ う な 利 点 が あ り ま す。

[ 金 山 · 銀 山 ] 鉱山 か ら 定 期 的 な 収 入 を 得 ら れ る。 収

入 額 は 金 山 の 方 が 大 き い 。

[ 鉄 砲 生 産 可 能 ] 通 常 の 半 額 で 鉄 砲 を 購 入 で き る。

[ 城 下 町 ] 住 民 か ら 定 期 的 な 収 入 を 得 ら れ る。
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情報 ウ イ ン ド ウ · 領 地

南
電

商
織 田 家

南 近 江 国 家 安 土 城
108 樓 275 74

28 號 201 82
織 田 信 長

情報 ウ イ ン ド ウ · 軍 備

南 近 江 国 家 安 土 城
6 馬 14 63

21瓶 21
織 田 信 長

城 デ ー タ 画 面

北 近 江 國 1 現 役 : 石 田 三 成 3

長 浜 城 2 支 城 雞4
4 防 44

74 號 191 73

16 購 181 路 65

2 日 14 残 砲 生 產 可 能
6 5

7

59

大 名
武 持
配 列

1 国 名

2 城 名
3 大 名 · 国 主 · 城 主 名

4 本 城 か 支 城 か

5 鉄 砲 生 産 可 能

城 デ ー タ · 最 大 値 一 覧

貫 : 国 に よ っ て 異 な る

兵 : 雇 え る 数 が 貫 高 に よ っ て 制 限 さ れ る

銭 :40000 糧 :40000 規 :15 防 :100 訓 :100

商 :100 治 :100 人 :100 砲 :9999 馬 :9999

金山
銀山

城 下 町
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□ 武 将 · 大 名 デ ー タ
各 武 将 · 大 名に は 以 下 の よ う な デ ー タ が あり ま す。

–– マー クに つ い て

コ : その 能 力に 関 係 す る コ マン ド 注 : 注 意 すべ き 点

武 将 デ ー タ は 、 《情 報 》 コ マン ドの 〈 家 臣 〉 で 見 る こ と

が で き ま す。 大 名 デ ー タ は 、 《情 報 》 コ マン ド の 〈所 領〉

の 〔大 名〕 で 見 る こ と が で き ま す 。

■ 身 ( 身 分 ) 大 名 · 国 主 · 軍 師 · 城 主 · 現 役 に 分 か

れ ま す 。

(一 覧 表 上 で は 「城 主 」「 現 役 」 は 省 略 さ れ てい ま す。)

■ 年 ( 年 齢 ) 毎 年 1 月 に 加 算 さ れ ま す 。 注 : 寿 命 に

な る と 死 亡

■ 政 ( 政 治 ) 政 治 力 で す。 コ : 内 政 · 外 交

■ 戦 ( 戦 闘 ) 戦 闘 力 で す。 コ : 戦 争

■ 智 ( 智 謀 ) 智 力 で す。 コ : 外 交 · 調 略

■ 采 ( 采 配 ) 戦 場 で の 指 揮 能 力 で す。 コ : 戦 争

■ 野 ( 野 望 ) 天 下 人 へ の 野 心 で す。 注 : 野 望 が 高い

人 物 ほ ど、 好 戦 的 で 謀 叛 を 起 こ し や す く な る

■ 気 ( 気 合 ) 行 動 力 で す。 メ イ ン コ マ ン ド を 実 行 す

る 上 で 必 要 で す。 毎 月 初 め に 補 充 さ れ ま す。

知 行 武 将 が 大 名 か ら 与 え ら れ た 領 地 で す。

■ 勲 功 武 将 が 立 て た 手 柄 の 合 計 値 で す。

■ 一 門 衆 大 名 と 血 縁 · 姻 戚 関 係 で あ る 配 下 武 将 は 「一

門 衆 」 と 表 示 さ れ ま す。

■ 城 数 大 名 が 領 有 す る 城 の 数 で す。

■ 姫 大 名 家 の 姫 ま た は 武 将 の 奥 方 の 名 前 で す (A ボ タ

ン / 左 クリ ッ ク で 、 姫 の 顔 を 見 る こ と が で き ま す) 。

■ 家 宝 大 名 · 武 将の 持 っ てい る 家 宝 で す。

戦
略
の

進
め

方
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武 将 デ ー タ 画 面

軍 師 : 羽 柴 秀 吉

牛 山 18 系 食 91
政 率 100 序 号 93
新 編 78 集 合 6
智 源 : 96 熱 力 30

红 行 8 ( 尾 張 )
家 宝 な し

大 名 デ ー タ 画 面

大 名 : 織 田 信 長

16 20 97
珠 海 96 淨 之 100

89 大合 12
84

城 数 2

武 将 一 覧 画 面

鐵

些
信 長 3496898497100

476992318764 0
153284167350 0
409382838981 0

軍 3210078969193 0
155574437548
425172697767 0

羽 柴 長 287870658358 0

誰 に し ま す か 1/ 2

武 将 · 大 名 デ ー タ · 最 大 値一 覧

年 :99 政 :100 戦 :100 采 :100 智 :100
野 :100 気 合 :15 知 行 :999 勲 功 :250

■ 朝 廷 貢 献 度 朝 廷 に 対 す る 大 名 の 貢 献 度 で す。 《外

交》 コ マ ン ドの 〈勢 力〉 で 見 る こ と が で き ま す。
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□ 戦 略 コ マ ン ド
● メ イ ン コ マ ン ド ー 覧

内 政
自 国 の 内 政 を 行 う。

(開 発 · 商 業 · 巡 検 · 改 修 · 評 定 )

軍 事
戦 争 · 軍 事 に 関 す る こ と を 行 う。

( 開 戦 · 雇 兵· 訓 練· 移 動 · 輸送)

外 交 他 大 名 や 朝 廷 と 外 交 交 渉 す る。

( 会 盟 · 威 圧 · 恭 順 · 婚 姻 · 手 切 · 朝 廷 )

調 略
事

他 国 に 策 略 を 仕 掛 け る。

( 偵 察 · 内 応 · 扇 動 · 流 言 · 暗 殺)

武 将 の 人 事 を 行 う。

取 引
(取 立 · 隠 居 · 縁 組 · 任 命 · 指 示 · 論 功 )
商 人 と 各 種 の 取 引 を す る。

(購 入 · 売 却 )

情 報 情 報 を 見 る 。 中 断 · 機 能 の 設 定 を 行 う。

(勢 力 · 所 領 · 家 臣 · 家 宝 · 中 断 · 機 能 )

● その 他 の コ マン ド

■ 情 報 ウ イ ン ド ウ の 表 示 · 消 去 情 報 ウ イ ン ド ウ の

表 示 · 切 り 替 え · 消 去 を 行 い ま す (L·R ボ タン / 自 城

を 左 ク リ ッ ク ) 。

■ 終 了 そ の タ ー ン に お け る 命 令 を 終 了 し ま す (B ボ タ

ン / 右 ク リ ッ ク ) 。

マー クに つ い て

◎: 実 行 者 が その と き 持 っ てい る 全 気 合 を 消 費 す る コ マ ン ド

気 : 必 要 最 低 気 合 (1~15) 銭 : 必 要 な 蓄 銭

条 件 : コ マ ン ド を 実 行 す る の に 特 別 必 要 な 条 件

デ : コ マン ド を 実 行 す る と き に 高 い と 有 利 な デ ー タ
△: 上 が る デ ー タ +: 良 い 点
▽: 下 が る デ ー タ ー : 悪 い 点
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ロ メ イ ン コ マ ン ド

内 政 自 国 の 内 政 を 行い ま す。

デ : 政 治 力 (評 定 を 除 く)
■ 開 発 ( 農 地 開 発 ) 農 地 を開 発し ま す。

◎ 気 :3 銭 :20 △: 貫 高 ▽: 人 口 率
■ 商 業 ( 商 業 奨 励 ) 商 業 を 奨 励 し ま す。

◎ 気 :3 銭 :20 △: 商 業 値

■ 巡 検 ( 領 内 巡 検 ) 領内 を 巡 検 し ま す 。

◎ 気 :3 銭 :20 △: 治 安 度

■ 改 修 ( 作 事 改 修 ) 城 の 改 修 工 事 を し ま す。

◎ 気 :3 銭 :20 △: 防 御 度

■ 評 定 国 内 支 城 への 指 示 をし ま す。 その 月 の 政 策 方 針
を 各 城 主 に 申 し 出 さ せ て 実 行 さ せ ま す。 城 主 を 呼 び 出 し

て、 自 ら 政 策 を 指 示 す る こ と も で き ま す。

気 :0 銭 :0 条 件 : 本 城 で の み 実 行 可 能
政 策 の 内 容に つ い て は 以 下 の 通 り で す。

[ 富 国 ] 国 力 の 増 強

[ 強 兵] 軍 事 力 の 増強
[ 静 観 ] 何 も 実 行 し ない
[ 終 了 ] 評 定 の 終 了

■ 築 城 改 修 を 続け て 城 の 防 御 度 が 100 に な っ た と き、

さ ら に 改 修 を 続 け よ う と す る と、 「築 城 し ま す か 」 と 聞 い
て き ま す 。 築 城 す る と 城 規 模 が 大 き く な る と と も に 防 御

度 が 下 が り 、 再 び 改 修 で き る よ うに なり ま す 。

気 :12 △: 城 規 模 ▽: 防 御 度 +: 攻 撃 を 受け た と
き、 城 規 模 が 大 きい ほ ど 防 御 度 が 下 が り に く い
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軍 事
軍 事 活 動 を 行 い ま す。

開 戦 他 国 の 城 に 戦 争 を 仕 掛 け ま す 。 応 援 軍 · 同 盟 軍

を 出 す こ と も で き ま す (P55参 照) 。

気 :2 ▽: 友 好 度
■ 雇 兵 足 軽 を 銭 で 雇 い ま す。

気 :3 △: 兵 士 数 ▽: 訓 練 度 · 蓄 銭
■ 訓 練 雇 っ た 足 軽 を 訓 練 し ま す 。

◎ 気 :3 △: 訓 練 度 デ : 采 配

■ 移 動 武 将 を 移 動 し ま す。

気 :2

[ 移 動 ] 他 の 城 に 武 将 を 移 動 し ま す 。 物 資 の 輸 送 も 同

時 に 行 え ま す。

[ 呼 寄 ] 他 の 城 か ら 武 将 を呼 び 寄 せ ま す 。 物 資 の 輸 送

も 同 時 に 行 え ま す。

条 件 : 本 城 で の み 実 行 可 能 (大 名 で あ れば 支 城 で も 可 能 )

■ 輸 送 蓄 銭· 兵 糧 · 騎 馬 · 鉄 砲 · 足 軽 を 輸 送 し ま す。

気 :2

「呼 寄 」 コ マ ン ド
城 ど う し が 街 道 で つ な が れ て い れ ば 、 味 方 の 支 城 に
敵が 攻 め 込 ん で も、 応 援 軍 で 救 援に 向 か う こ と が で

き ま す 。 そ の た め 、 支 城 の 軍 備が 多 少 手 薄 に な っ て

も、 本 城 さ え 軍 備 を 怠 ら な け れ ば 心 配 あ り ま せ ん 。

支 城 に い る 優 秀 な 武 将は ど ん ど ん 本 城 に 呼 び 寄 せ て、

本 城 の 兵 力 を 集 中 的 に 高 め て や り ま し ょ う。
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外 交 他国 ま た は 朝 廷 と 外 交 交 渉 し ま す。

条件 1: 大 名 が い る 城 で の み 実 行 可 能
条件 2: 他 国 の 従 属 国 を 相 手 に 実 行 で き な い

■ 会 盟 他 国 と 対 等 同 盟 を 結 び 、 友 好 度 を 上 げ ま す。

気 :10 デ : 政 治 · 智 謀 △: 友 好 度
■ 威 圧 他 国 と 優 位 同 盟 を 結 び 、 傘 下 に 加 え ま す。

気 :10 デ : 政 治 · 智 謀
■ 恭 順 他 国 に 従 属 同 盟 を請 い ま す。

気 :10 デ : 政 治 · 智 謀 +: 優位 国 に 保 護し て も ら え る

婚 姻 同 盟 関 係に あ る 他 大 名 家 に 姫 を 嫁 が せ、 他 大 名

家 と 姻 戚 関 係 を 結 び ま す。

気 :10 デ : 政 治 · 智 謀 △: 友 好 度
×

「 と も に 天 下 一 続 を
目 指 し 、 カ 合 わ せ
て 参 り ま し ょ う ! 」

平 手 政 秀

交 渉 成 功 !

「 か か る 屈 辱 、 黙 っ
て お れ ぬ ! 次 に 会
う の は 戦 場 ぞ ! 」

柴 田 勝 家

交 渉 決 裂 !

■ 朝 廷 朝 廷 と 外 交 交 渉 を 行 い ま す。

気 :15 デ : 政 治 · 智 謀
. も の

[ 献 上 ] 朝 廷 に 貢 ぎ 物 (家 宝 か 蓄 銭) を 贈 り ま す。

△: 朝 廷 貢 献 度
[ 勅 状 (勅 状 発 行 )] 他 国 と 同 盟 締 結 を 勧 め る 勅 状 を 朝
廷に 発 行 し て も らい ま す。

▽: 朝 廷 貢 献 度

[ 官 位 (官 位 受 領 )] 朝 廷 か ら 官 位 を 授 か り ま す。

▽: 朝 廷 貢 献 度
■ 手 切 他 国 と の 同 盟 を 破 棄 し ま す。

気 :5 : 友 好 度
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調 略 他 国 に 対 し て 調 略 を仕 掛 け ま す。

■ 偵 察 自 城 か ら一 定 範 囲 の 「他 国 の 城 」 を 偵 察 し ま す。

気 :2 デ : 智 謀 +: 成 功 す る と 、 他 国 の 城 の 情 報 を 入

手 で き る

内 応 (内 応 勧 誘) 他 国 武 将 に 内 応 を 勧 め ま す 。

気 :5 条 件 : 事 前 に 〈偵 察〉 で その 城 の 情 報 を 入 手 す る

デ : 智 謀 +: 戦 争 時 に 寝 返 ら せ る こ と が で き る

■ 扇 動 他 国 住 民 を 扇 動 し ま す。

気 :5 デ : 智 謀 ▽: 仕 掛 け ら れ た 国 の 治 安 度 +: 一 揆

が 起 き や す く な る

■ 流 言 他 国 に 流 言 飛 語 (ニ セ 情 報) を 流 し 、 他 国 大 名

と 武 将 の 間 に 不 和 を 招 き ま す。

気 :5 条 件 : 事 前 に 城 の 情 報 を 入 手 す る デ : 智 謀

+: 他 国 大 名 が 武 将 を 解 雇し た り、 殺 し た り す るこ と が あ る

■ 暗 殺 他 国 武 将 を 暗 殺 し ま す。

気 :15 条 件 : 事 前 に 城 の 情 報 を 入 手 す る デ : 智 謀 ·
戦 闘 力 +: 他 国 武 将 の 死 亡

忍 者 と 暗 殺
暗 殺 を 得 意 と す る の は 、 智 謀 と 戦 闘 力 の 高 い 武 将 で
あ る。 中 で も う っ て つけ な の が 「忍 者」 と 呼ば れ た

者 た ち だ 。 徳 川 家 臣 の 服 部 半 蔵 や 北 条 家 臣 の 風 魔 小

太 郎 な ど が そ れ に あ た る。 徳 川 や 北 条 で プ レ イ す る

な ら、 ぜ ひ 暗 殺 を 実 行 し て み よ う。 そ の 後 の 戦 争 が
楽に な る か も し れ な い 。
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事 武 将 の 人 事 を行 い ま す。

■ 取 立 武 将 を 自 分 の 配 下 に 加 え ま す。

気 :5

[ 自 国 ] 自 国 の 浪 人 を 配 下 に 加 え ま す。

△: 武 将 数

[ 他 国 ] 他 国 の 武 将 を配 下 に 加 え ま す。

条 件 : 事 前 に 城 の 情 報 を 入 手 △: 武 将 数 ▽: 御 料 地
[ 募 将 ] 領 内 に 立 て 札 を 立 て て 人 材 を 募 集 し ま す。 浪
人 が 自 国 に 集 ま っ て き ま す。

■ 隠 居 存 命 中 の 大 名 が 、 居 城 に い る一 門 衆 の 中 か ら 後

継 者 を 指 名 し て 隠 居 し ま す。 隠 居 し た 大 名は 、 新 大 名 の
配 下 に 加 わ り ま す。

: 配 下 武 将の 忠 誠 心 (新 大 名の 能 力 値 が 低い 場 合)

武 田 信 玄
「 僕 は す で に 隠 居 の 身

じ ゃ 1

■ 縁 組 配 下 武 将 に 姫 を 嫁 が せ て 姻 戚 関 係 を 結 び 、 一 門
衆に し ま す。

織 田 家 姫 君 市
「 か の 着 な ら に

当 家 の 礎 と な っ て く

せ ま す か柴 田 勝 家 に 嫁 が
美 行工 取 消

C
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任 命 国 主 · 軍 師 を 任 命 し ま す。

[ 国 主 ] 国 主 を 任 命 し ま す。

[ 軍 師 ] 軍 師 を 任 命 し ま す。

条 件 : 武 将 の 政 治 · 戦 闘 力 が 高 い
■ 指 示 ( 国 主 指 示 ) 各 国 主 に 委 任 の 指 示 をし ま す。

[ 委 任 ] 全 支 配 国 の 国 政 を 委 任 し ま す 。 国 政 タ イ プ を

「軍 事 型 」 か 「内 政 型 」 か 、 指 定 し ま す 。

[ 直 轄 ] 全 支 配 国 の 国 政 を 自 ら 行 い ま す。

[ 特 定 ] 特 定 国 だ け 国 政 を 委 任 し ま す 。 国 政 タ イ プ を

か 「内 政 型 」 か 、 指 定 し ま す。「軍 事 型 」

■ 論 功 論 功 行 賞 を行 い ま す (P38 参 照)。

気 :10 条 件 : 大 名の み 実 行 可 能

取 引
商 人 と 取 引 をし ま す。

■ 購 入 米 · 軍 備 を 購 入 し ま す。 相 場 は 月 ご と に 変 動 し

ま す 。

気 :3 ▽: 蓄 銭

[ 兵 糧] 蓄 銭 で 兵 糧 を 購 入 し ま す。 △: 米

[ 鉄 砲 ] 蓄 銭で 鉄 砲 を 購 入 し ま す。 △: 鉄 砲
[ 騎 馬 ] 蓄 銭 で 騎 馬 を 購 入 し ま す。 △: 騎 馬

■ 売 却 米 · 軍 備 を 売 却 し ま す。 相 場は 月 ご と に 変 動 し

ま す 。

気 :3 △: 蓄銭

[ 兵 糧 ] 兵 糧 を売 り、 蓄 銭 を 手 に 入 れ ま す。 ▽ : 米

[ 鉄 砲 ] 鉄 砲 を 売 り、 蓄 銭 を手 に 入 れ ま す。 ▽: 鉄 砲

[ 騎 馬 ] 騎 馬 を 売り、 蓄 銭 を 手 に 入 れ ま す。 ▽: 騎 馬
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数 値 入 力 に つ い て
数 値 を 入 力 す る と き は 数 値

入 力 の 画 面 で、 右 の 入 力 用 テ

ー ブ ル を 使 っ て 行 い ます。

右の 数 字 の 表 の 中 か ら 入 力

し た い 数 字 を 選 び ま す。

そ の 他 の 記 号 に は 以 下 の よ

う な 機 能 が あ り ま す。

00000

789 中 断
456 取 消
112 3 最 大
0 스 决 定

[00] 0 を 2 ケ タ 分 入 力 す る。

[∠] 下 1 ケ タ を 消 去 す る。

[中 断 ] 数 値 入 力 を 中 断 し て 元 の 画 面 に 戻 る。

[ 取 消 ] 一 度 入 力 し た 数 値 を 取 消 し て 入 力 前 に 戻 す。

[ 最 大 ] 入 力 制 限 (○~○)? 中 の 最 大 値 を 入 力 す る。

[ 決 定 ] 入 力 し た 数 値に 決 定 す る。

貫 高 と 足 軽
雇 え る 足 軽 の 総 数 は 、 各 城 の 貫 高 の 上 限 に よ っ て 制
限 され る。 こ れ 以 上 足 軽 を 雇 え ない と い う と こ ろ ま

で 達 し た ら、 他 の 城 に 足 軽 を 輸 送 し よ う。 輸 送 し た
分 だ け、 再 び 足 軽 を 雇 う こ と が で き る。

直 接 その 城 で 雇 うの で は な く、 輸 送 さ れ て き た 足 軽

は、 その 城 の 貫 高 を 超 え て 結 集 で き るの だ 。
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情 報 各 種 情 報 を 表 示 し ま す。

■ 勢 力 他 大 名 と の 友 好 関 係 · 朝 廷 貢 献 度 を 一 覧 表 示 し

ま す。 表 示 は 左 か ら、 友 好 度 · 同 盟 の 有 無 と 種 類 · 婚 姻

の 有 無 · 朝 廷 貢 献 度 を表 し ま す 。 ま た 、 個 別 の 大 名 を 選

ぶ と、 その 大 名の 勢 力 範 囲 が 全 国 マ ッ プ 上に 表 示 さ れ ま す。

所 領 所 領 の 城 ご との 情 報 を 表 示 し ま す。 本 城 は 赤 色

で 表 示 さ れ ま す。

[ 大 名] 大 名 の デ ー タ を 見 ま す。

[ 武 将 ] その 城 に い る 武 将 の 一 覧 を 見 ま す。

[ 配 列 ] 武 将 の な ら び か え を し ま す。 基 準 と す る 能 力

を決 め る と、 その 能 力 値 の 高 い 武 将 が 一 覧 表 上 で 上 か ら

順 に 表 示 さ れ ま す 。 コ マ ン ド を ど の 武 将 に 実 行 さ せ る の

がい ちば ん効 果的 か を考 え る と きに 利 用 して く だ さい 。

■ 家 臣 配 下 の 武 将 の 一 覧、 お よ び 武 将 個 別 の 情 報 を 表

示 し ま す。 見 た い 武 将 を 選ん で く だ さい 。

■ 家 宝 所 有 す る 家 宝 の 一 覧、 お よび 家 宝 個 別 の 情 報 を

表 示 し ま す。 見 たい 家 宝 を 選 ん で く だ さい 。

■ 中 断 進 行 中 の ゲ ー ム を一 時 中 断 し ま す (P15 参 照) 。

[ 終 了 ] ゲー ム を 終 了 し ま す。

[ 記 録 ] プレイ 途 中の ゲ ー ム デ ー タ をセ ー ブ し ま す。

[呼 出 ] 記 録 し て おい た デー タ をロ ー ド し ま す。

■ 機 能 ゲ ー ム 進 行 上 の 各 種 設 定 を し ま す。

[ ス テ レ オ ] ON/OFF

BGM( 曲 演 奏) を ス テ レ オ か モ ノ ラ ル に 切 り 替 え ま す。

[ マ ウ ス] ON/OFF

ON に し た 場 合 は マ ウ ス の み 、 OFF に し た 場 合 は コン
トロ ー ラ の み 使 用 で き ま す。

[ ア ニ メ ] ON/OFF

ア ニ メ を 見 る か 見 ない か 切 り 替 え ま す。
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[ 他 国 合 戦 ] 見 る · 任 意 · 見 な い
プ レ イ ヤ ー の 参 加 し な い 戦 争 画 面 を 見 る か 見 ない か 切 り

替 え ま す 。「任 意」 に す る と、 戦 争 が 起 こ る た び に 見 る か

見 ない か を 決 め ら れ ま す。

□ そ の 他 の コ マ ン ド
情 報 ウ イ ン ド ウ–(L·R ボ タ ン / 「自 城 を 左 ク リ

ッ ク 」 で 操 作 )

1 初 め は 「領 地 」 の 情 報 ウ イ ン ド ウ が 表 示 さ れ て い ま す。

お も に 内 政 に 重 点 を おい た 戦 略 を 進 め る と きに 利 用 し て
く だ さ い 。

2L·R ボ タ ン ま た は 自 城 を 左 ク リ ッ ク す る と 、 「軍 備 」

の 情 報 ウ イ ン ド ウ に 切 り 替 わ り ま す 。 お も に 軍 事 に 重 点

を おい た 戦 略 を 進 め る と きに 利 用 し て く だ さ い 。

3 さ ら に (2 回 目) 切 り 替 え る と 、 情 報 ウ イ ン ド ウ が 消
え ま す。 こ の 状 態 で カ ー ソ ル を 移 動 さ せ る と、 メ イ ン マ
ッ プ が ス ク ロ ー ル し ま す 。 カ ー ソ ル を 城 に 合 わ せ て A ボ

タン / 左 ク リ ッ ク で 、 各 城 の 情 報 を 見 る こ と が で き ま す。

4 さ ら に (3 回 目) 切 り 替 え る と、 メ イ ン マ ッ プ 上 の カ

ー ソ ル が 消 え、 情 報 ウ イ ン ド ウ の 消 え た 状 態 で メ イ ン コ

マン ド の 入 力 が で き ま す。

5 も う 1 度 (4 回 目) 切 り 替 え る と、 1 の 「領 地 」 の 情

報 ウ イ ン ド ウに 戻 り ま す。

■ 終 了 (B ボ タン / 右 ク リ ッ ク)
その ター ン を 終 了 し ま す。
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□ 論 功 行 賞
論 功 行 賞 と は

配 下 武 将 の 立 て た 手 柄 は 勲 功 と し て 蓄 積 さ れ ま す。 そ の

勲 功 を 評 価 し て 配 下 武 将 に 褒 美 や 懲 罰 を大 名 が 与 え る こ

と を 論 功 行 賞 と い い ま す。

■ 論 功 行 賞 の 効 果

論 功 行 賞 を 行 う こ と に よ り 、 配 下 武 将 の 勲 功 の 値 を下 げ

る こ と が で き ま す。

[評 価 が 適 当 な 場 合 ] 武 将 の 忠 誠 心 が 上 が り ま す。

[ 評 価 が 不 当 な 場 合 ] 武 将 は 不 満 を 抱 き、 忠 誠 心 は 下
がり ま す ( 忠 誠 心 を 表 す 忠 誠 度 は 表 示 さ れ ま せ ん ) 。

[ 懲 罰 を 与 え る 場 合 ] 罰 せ ら れ る 武 将 だ け で な く 他 の
配 下 武 将 に も 影 響 を 及 ぼ す こ と が あり ま す 。
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大 名 の 気 合
論 功 行 賞 を 行 う と 大 名 は 気 合 を10消 費 し ま す 。 内 政
だ け を さ せ て い て も 配 下 武 将 の 勲 功 は ど ん ど ん た ま

る の で、 細 か に 論 功 行 賞 を 行 う 必 要 が あ り ま す 。 そ

の 場 合、 「大 名 の 気 合 に 余 裕 が あ っ た ら 論 功 を 行 う」

より も、 「大 名 の 気 合 は 論 功 の た め に 温 存 し て お く」

の が 賢 い や り 方 で す。 勲 功 を 下 げ て 忠 誠 心 を 上 げ れ

ば 上 げ るほ ど、 配 下 武 将 の 気 合 の 回 復 も 早 く な り、

謀 叛 を 未 然 に 防 げ ま す 。

ま た 、 こ の 点 を 利 用 し て 配 下 武 将 の 「叛 心 」 を 見 抜

く こ と も で き ま す。 例 えば 、 周 り の 武 将 と 比 べ て 著

し く 気 合の 回 復 の 遅い 武 将 は 要 注 意 で す。 気 合 の 回
復 が 遅 い とい う こ とは 、 大 名 (主 君) に 反 感 を も ち、

積 極 的 に 手 柄 をた て る 気 が ない (つ ま り 「ヤ ル 気 が

な い 」「気 合 が 入 っ て ない 」) とい う こ と を 意 味 す る

か ら で す。
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羽 柴 秀 吉

82 30
國

粥
100個
78 號

96 號 93
91 年 18
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任

論 功 コ マ ン ド 実 行 中に Y ボ タ

ン 押 すか 「選 択肢 以 外 の 部 分」

を左 クリッ ク す る と、 蓄 銭 や
総 貫 高 な どの 国 の デー タ を 見
る こ と が で き ま す。

■ 恩 給 所 領 の 中 か ら 知 行 地 を 与 え ま す。

[ 加 増 ] 知 行 地 を 与 え ま す。

[ 減 封 ] 知 行 地 を 没 収 し ま す 。

[ 転 封 ] 知 行 地 を 他 国 に 移 し ま す。 転 封 さ れ る 場所 と 加

増の 有 無 に よ り 忠 誠 心 が 変 化 し ま す。

■ 恩 賞 家 宝 を 与 え ま す。

■ 報 奨 本 城 の 蓄 銭 か ら い く ら か の 金 を 与 え ま す。

■ 官 位 官 位 を 与 え ま す。 た だ し 、 大 名 が 朝 廷 か ら 官 位

を 受 領 し て い な け れ ば 与 え る こ と は で き ま せ ん 。

■ 感 状 感 謝 状 を 与 え ま す。 与 る こ と が で き る 感 状 の 枚

数は 、 大 名 の 政 治 力 に よ り ま す。

■ ー 字 大 名の 名 前 か ら 1 文 字 を与 え て 武 将 を改 名 さ せ

ま す。 どの 文 字 を与 え る か は ラ ン ダ ム で 決 まり ま す。 武
将 1 人 に つ き 1 回 限 り 有 効 で す (一 門 衆に は 実 行 で き ま

せ ん ) 。

■ 懲 罰 武 将 を 罰 し ま す。

[ 没 収 ] 家 宝 を 没 収 し ま す。

[ 剥 奪 ] 官 位 を 剥 奪 し ま す。

[ 追 放 ] 武 将 を 追 放 し、 浪 人 に し ま す。

[ 切 腹 ] 切 腹 を 命 じ ま す。 命 令 に 応 じ ず、 逃げ て 浪 人 に
な る 場 合 も あ り ま す 。

■ 一 任 論 功 行 賞 を 国 主 に 委 任 し ま す。
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家 宝 の 使 い 方

家 宝 は 、 我 々 商 人 か ら 購 入 し と く れ や す 。 家 宝 の 使 い
方 に は い ろい ろ あ り ま す け ど、 ま ず、 〈論 功〉 コ マ ン ド

で 「恩 賞 」 と し て 武 将 に 与 え て 、 武 将 の 忠 誠 心 っ ち ゅ

うの を 上 げ た ら ど な い で っ し ゃ ろ。 ま た、 〈朝 廷 〉 コ マ

ン ド で 朝 廷 に 「献 上」 し て、 朝 廷 貢 献 度 っ ち ゅ う ど え

らい も ん を 上 げ ら れ る ゆ ー の も 聞 い た こ と あ り ま す わ 。

そ や け ど、 集 め た 家 宝 を ズ ラ ッ と 床 の 間 に 並 べ て 、 一

人 で ニ ヤ ニ ヤ す る ゆ ー の も、 な か な か お つ な も ん で っ

せ。 ど ない で っ か、 こ の 茶 器 な ん か。 よ ろ し お ま っ せ。

家 宝 の 等 級

家 宝 ニ ハ 、 ソ レ ゾ レ ノ 価 値 ラ 表 シ タ 等 級 ト イ ウ モ ノ ガ

ア リ マ ー ス 。 価 値 ノ 高 イ モ ノ · 低 イ モ ノ ト イ ウ 意 味 デ

ー ス ネ。 分 カ リ マ ス カ ?
クン コ ウ

例 エバ 、 勲 功 ノ 高 イ 武 将 二 対 シ テ 低 イ 等 級 ノ 家 宝 习 与

エ タ リ シ タ 場 合、 忠 誠 心 ガ 上 ガ ラ ナ イ ド コ ロ カ 、 逆 二、

下 ガ ッ テ シ マ ウ コ ト ガ ア ル ノ デ ー ス 。 オ オ、 神 ヨ 。 マ

タ、 家 宝 ノ 中 ニ ハ 、 武 将 ニ 与 エ タ ト キ ニ 、 武 将 ノ 能 力
値 ラ 変 化 サ セル モ ノ ガ ア リ マ ス 。 探 シ テ ミ テ ク ダ サ イ。

ア ナ タ
トコ ロ デ、 貴 方 、 神 戸 信 ジ マ ス カ ? ア ー メ ン 。
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家 宝 目 録
家 宝 に は 以 下 の 種 類 が あり ま す。

茶 器

茶 碗 · 茶 釜 · 茶 入 ·

茶 壺 · 花 器

武 具

槍 · 鞍 · 陣 羽 織 · 具

足 · 刀 剣

絵 画

絵 巻 · 風 俗 画 · 屏 風 画

書 籍

巻 子 本 · 冊 子 · 表 具 ·

明 朝 綴 本 · 写 経 本 200

舶 来

陶 磁 器 · 水 墨 画 · 時 計

南 蛮 具 足

財 宝

黄 金
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戦 争 の 進 め 方
《軍 事 》 コ マ ン ドの 〈開 戦 〉 を 実 行 す る か 、 他 国 に 攻 め

込 ま れ る と、 戦 争 に な り ま す 。

□ 戦 争 の 準 備
攻 め 込 む 城 を 選 ぶ

↓

応 援· 同 盟 軍 の 要 請
↓

出 陣 武 将 の 選 択
↓

部 隊 の 編 成
↓

兵 糧 の 量 を 決 め て 確 認
一

出 陣 !

1 攻 め 込 む 城 を 選び ま す (プ レ
イ ヤ ー が 攻 め 込 む 場 合の み) 。

2 応 援· 同 盟 軍 を送 る か 、 送 る な

らば どの 城 か ら か を決 め ま す。

3 そ れ ぞ れ の 城 か ら 出 陣 さ せ

る 武 将 を 選 び 、 部 隊 を 編 成 し

ま す (P52 参 照) 。

4 戦 場 に 持 参 す る 兵 糧 の 量 を

決 め ま す 。

5 最 後 に 攻 め 込 む か ど う か を

確 認 し ま す。 「取 消 」 を 選 ぶ と 開 戦 を 中 止 し ま す。

な お、 出 陣 で き る 部 隊 数 は 正 規 軍 が 7 部 隊 ま で 、 応 援·

同 盟 軍 が そ れ ぞ れ 5 部 隊 ま で で す。

戦
争
の

進
め

方
メ イ ン 画 面 上 で は 、 同 盟 勢 力 の 城 が 緑 色、 敵 対 勢 力 の 城

が 赤 色 で 表 示 さ れ てい ま す。

□ 部 隊 の 配 置
1 戦 争に な る と メ イ ン 画 面 か ら 戦 争 画 面 に 切 り 替 わり ま す。

2 色 が 変 わ っ て 表 示 さ れ る 範 囲 内 に 部 隊 を 配 置 し ま す。

野 戦 の 場 合、 先 に 攻 撃 側 が 部 隊 配 置 をし ま す 。 その 後 に

守 備 側 が 本 陣 を決 め、 各 部 隊 を 配 置 し ま す。

籠 城 戦 の 場 合 、 先 に 攻 撃 側 が 部 隊 配 置し ま す。 後 に 籠 城

す る か ど う か を 決 め、 守 備 側 が 部 隊 配 置し ま す。
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□ 戦 争 の 進 行 と 勝 敗
戦 争 の 進 行

守 備 側 が 城 か ら 出 向 い て く る と 「 野 戦 」 に な り ま す。 守
備 側 が 出 向 か な か っ た 場 合、 ま た は 野 戦 に 敗 れ た 場 合 に
は 「籠 城 戦 」 に な り ま す。

1 攻 撃 側 と 守 備 側 とに 交 互 に ター ン が 回 っ て き ま す。 1

ター ン =3 時 間 (1 日 8 タ ー ン ) で す。

2 ター ン が 回 っ て き た ら コ マン ド を 出 す 部 隊 を 選 び ま す。

カー ソ ル を 合 わ せ て A ボ タ ン / 左 ク リ ッ ク で す。 選 ぶ と

同 時 に そ の 部 隊 の 情 報 も 見 る こ と が で き ま す。

3 実 行 す る コ マ ン ド を 選 び ま す 。 総 大 将 が 《静 観 》 コ マ

ン ド を 実 行 す る と、 その ター ン は 終 了 し ま す。

■ 戦 争 の 勝 敗
以 下 の 条 件 の ど れ か を 満 た す と 勝 利に な り ま す。

(A) 敵 の 兵 糧 が 0 に な る。

(B) 敵 総 大 将 を 捕 ら え る。

(C) 敵 の 兵 士 数 を 0 に す る。

(D) 自 軍 の 勧 告 に 敵 が 応 じ た 場 合。

(E) 敵 の 申 し 出 た 和 議 に 応 じ た 場 合。

野 戦 で 守 備 側 本 陣 を 占 拠 し た 場 合 は 攻 撃 側 の 勝 利 と な り

ま す 。

籠 城 戦 で 城 防 御 度 を 0 に し た 場 合 は 攻 撃 側 の 勝 利 と な り
ま す 。

10日 間 守 り 抜 く と 守 備 側 の 勝 利 と な り ま す。

■ 戦 後 処 理

戦 争 の 終 了 後 、 捕 虜 に な っ た 武 将 の 処 遇 を 決 定 し ま す 。

[斬 首] 捕 虜 武 将 の 首 をは ね ま す 。

[ 逃 が す] 捕 虜 武 将 を 逃 が し ま す 。 逃 が さ れ た 武 将 は 、

自 城 に 戻 る か 、 ま た は 浪 人に な り ま す 。

[ 登 用 ] 捕 虜 武 将 を 登 用 し、 配 下 と し ま す。
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□ 軍 団 デ ー タ
味 方 の 正 規 · 応 援 · 同 盟 軍 を す べ て あ わ せ た 勢 力 を 軍 団

とい い ま す。 軍 団 デ ー タは 、 《情 報 》 コ マ ン ド の 〈勢 力〉

で 見 る こ と が で き ま す 。 ま た 、 朝 6 時 と 夕 6 時 の 2 回 と

応 援 · 同 盟 軍 が 到 着 し た と きに も 表 示 さ れ ま す。

■ 兵 士 全 部 隊 合 計 の 総 兵 士 数 で す。

■ 兵 糧 全 部 隊 が 保 有 す る 米 の 合 計 量 で す。 朝 夕の 2 回、

兵 士 数 に 応 じ て 減 り ま す。

□ 城 デ ー タ
籠 城 戦 時 の 城 に は 以 下 の よ う な デ ー タ が あ り ま す。

城 に カ ー ソ ル を 合 わ せ て A ボ タン / 左 ク リ ッ ク で 見 る こ

と が で き ま す。

美 濃 国 稻 葉 山 城
斎 藤 領 ( 総 貫 高 : 97 貫 )

城 主 : 斎 藤 道 三 籠 城 中
武 抒 : 籠 城 7人 出 陣 0 人

248
216

62
67

19( 百 ) 8
3( 百 ) 73
7( 首 )

兵 ( 兵 士 ) 城 内 の 兵 士

総 数 で す ( 雑 兵 除 く )。

■ 馬 ( 騎 馬 ) · 砲 ( 鉄 砲 )
城 の 騎 馬 · 鉄 砲 の 数 で す。

■ 士 ( 士 気) 兵 士 気 で す。

○: 機 動 · 攻 撃 力 が 増 す

■ 練 (訓 練 度 ) 兵 士 の 訓 練 度 で す。 ○: 機 動 · 攻 撃

力 が 増 す

■ 規 ( 城 規 模 ) 城 の 大 き さ で す。 ○: 防 御 度 が 落 ちに

くい

■ 防 (防 御 度 ) 城 の 堅 固 さで す。 ○: 城 が 落 ちに くい

■ 銭 ( 蓄 銭 ) 城 に あ る 金 の 量 で す 。 ○: 米 を 購 入 で
き る

■ 糧 ( 兵 糧 ) 城 に あ る 米 の 量 で す。 ○: 長 く 籠 城 で

き る
ー マ ー クに つ い て

○: その 値 が 高 い
と 有 利 な 点
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□ 部 隊 デ ー タ
戦 争 時 の 部 隊 に は 以 下 の よ う な デ ー タ が あり ま す 。

部 隊 に カ ー ソ ル を 合 わ せ て A ボ タン / 左 ク リ ッ ク で 見 る

こ と が で き ま す (下 の 写 真 A·B) 。

■~ 人 その 部 隊 の 兵 士 数 で す ( 雑 兵 含 む) 。

■ 士 (士 気) 兵 士 気 で す。 ○: 機 動 · 攻 撃 力 が 増 す

■ 機 ( 機 動 力 ) 部 隊 の 機 動 力 で す。 ○ : すば や く
移 動 で き る

■ 練 ( 訓 練 度 )

撃 力 が 増 す
兵 士 の 訓 練 度 で す。 ○: 機 動 · 攻

■ 馬 ( 騎 馬 率 ) 部 隊 の 騎 馬 の 割 合 で す 。 ○: 機 動

カ が 増 す

■ 砲 ( 鉄 砲 率 ) 部 隊 の 鉄 砲 の 割 合 で す。 ○: 砲 撃

カ が 増 す

攻 勢 正 規 軍
織 田 家

織 田 信 長
攻 擊 側 正 規 軍

1800 人 機 12
線 45個 16%
出 45 包 55%

織 田
総 大 将

97 號
89 集
84 円

信 長 織 田 家
1800 人
12 號 16%
45 至 55%
45

A B C
戦
争
の

進
め

方
□ 武 将 デ ー タ
自 軍の 部 隊 で あ れ ば 、 部 隊 デ ー タに 加 え て 以 下 の 武 将 デ

ー タ を 見 る こ と が で き ま す 。 《 情 報》 コ マ ン ドの 〈武 将 〉

で 見 る こ と が で き ま す (写 真 C) 。

■ 采 ( 采 配 )· 戦 ( 戦 闘 )· 智 ( 智 謀 ) 部 隊 を 率 い

る 武 将 の 能 力 値 で す 。 部 隊 の 攻 撃 力 や 工 作 の 成 功 率 は こ

の 値に よ っ て 決 まり ま す。

※ 敵 部 隊 の 情 報 は 、 自 部 隊 の 情 報 の よ う に 詳 し く 見 る こ と が

で き な い こ と が あ り ま す。 敵 部 隊 が 遠 くに い る 場 合 は 、 写 真

A の 情 報 画 面 し か 見 る こ と が で き ま せ ん が 、 敵 部 隊 と 接 触 し

て 戦 闘 に な る と 写 真 Bの 情 報 画 面 を 見 る こ と が で き ま す。
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□ 戦 争 コ マ ン ド
● 戦 争 コ マ ン ド ー 覧 表 (野 戦 コ マン ド · 籠 城 コ マン ド)
戦 争 コ マ ン ド は 、 野 戦 コ マ ン ド と 籠 城 コ マ ン ド に 分 か れ

て い ま す 。 籠 城 コ マ ン ド は 、 籠 城 軍 の み が 出 せ る コ マン

ド で す。

部 隊 を 移 動 す る。 〈野 〉

(通 常 · 方 向 · 平 行 )

敵 部 隊 を 攻 撃 す る。

( 通 常 · 砲 撃 · 突 撃 〈野 〉)

工 作
敵 部 隊 に 様 々 な 工 作 を 仕 掛 け る。 〈野 〉

(挑 発 · 潜 入 · 火 攻 )

情 報
各 種 情 報 を 見 る。

(武 将 · 勢 力)

軍 議 軍 議 を 開 き、 自 軍 全 体 の 情 報 を 見 る。

伝 会
自 軍 ま た は 敵 軍 に 伝 令 を 送 る。

(出 陣 · 退 却 · 勧 告 · 和 議 · 内 応)
部 隊 の 行 動 を コン ピ ュー タ に 委 任 す る。

(力 攻 · 正 攻 · 持 久)

守 備
静 額

敵 部 隊 の 攻 撃 に 備 え る。 〈籠 〉

(補 給 · 鼓 舞)

命 令 を 終 了 し 、 そ の 場 で 待 機 す る。

マー ク に つ い て

〈籠〉 : 籠 城 軍の み 実 行 可 能 〈野 〉 : 野 戦 で の み 実 行 可 能
条 件 : コ マン ド を 実 行 す るの に 必 要 な 条 件

デ : コ マ ン ド を 実 行 す る と き に 高 い と 有 利 な デ ー タ

△: 上 が る デ ー タ +: 良 い 点
▽ : 下 が る デ ー タ ー : 悪 い 点

46

戦
争
の
進
め

方

委 任



□ 野 戦 コ マ ン ド
移 動 し ま す。

条 件 : 移 動 可 能 範 囲 内 デ : 機 動 力

通 常 ( 通 常 移 動 ) 通 常 移 動 し ま す。 進 行 方 向 を 向
き ま す。

■ 方 向 ( 方 向 転 換 ) 位 置 は そ の ま ま で 部 隊 の 向 き だ

け 変 え ま す。

■ 平 行 ( 平 行 移 動 ) 向 きは その ま ま で 平 行 に 移 動 し

ま す 。

攻 撃 し ま す。

条 件 : 攻 擊 可 能 範 囲 内 デ : 戦 闘 · 采 配

通 常 ( 通 常 攻 撃 ) 隣 接 す る 敵 部 隊 を 攻 撃 し ま す。

■ 砲 撃 敵 部 隊 を 砲 撃 し ま す。

条 件 : 正 面 3 方 向 の 射 程 距 離 内 デ : 訓 練 度 · 鉄 砲 数

■ 突 撃 隣 接 す る 敵 部 隊 に 突 撃 し ま す。

敵 部 隊 を 突 き 抜 け て 反 対 側 に 出 ま す 。 突 破 に 失 敗 し た 場

合 は 、 元 の 地 点 に 戻 さ れ ま す。

部 隊 の 向 き と 戦 闘 力
部 隊 の 戦 闘 力 に は 部 隊 の 向 きが 関 係 し てい ま す 。

1 敵 部 隊 に は 後 ろ を 取 ら れ ない よ うに す る。

2 敵 を 攻 撃 す る と きは な る べ く 後 方 か ら 攻 撃 す る。

以 上 の 2 点 を 心 掛 け 、 で き る だ け 少 な い 損 害 で 戦 争

に 勝 利 で き る よ うに 頑 張 っ て く だ さい 。
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工 作 工 作 を し ま す 。

条 件 : 工 作 可 能 範 囲 内 デ : 智 謀

挑 発 敵 部 隊 を挑 発 し て 自 部 隊 がい る 地 点 に 誘 導 し ま す。

+: 不 利 な 地 形 に 敵 を 追い 込 め ら れ る

■ 潜 入 兵 士 を 敵 の 部 隊 · 城 に 潜 入 さ せて 混 乱 さ せ ま す。

▽: 兵 士 気 · 防 御 度
■ 火 攻 敵 の 城 に 火 を 掛 け ま す 。

条 件 : 攻 撃 側 の み 実 行 可 能 ▽: 敵 城 の 兵 糧 · 騎 馬 · 兵
士 数 · 兵 士 気 · 防 御 度

情 報 軍 団 · 部 隊 · 城 な ど の 情 報 を 見 ま す。

■ 武 将 自 軍 の 部 隊 の デ ー タ を 見 ま す。

■ 勢 力 軍 団 デ ー タ を 見 ま す。

軍 議 自 軍 の 全 勢 力 の 情 報 を 表 示 し ま す (P51参 照) 。

条 件 : 総 大 将 の み 実 行 可 能

伝 令 各 種 伝 令 を 送 り ま す。

■ 出 陣 部 隊 を 新 たに 登 場 さ せ ま す。

条件 : 守 備 側 の み 実 行 可 能

■ 退 却 他 の 自 城 への 退 却 を部 隊 に 命 じ ま す 。 総 大 将 が

退 却 す る と 全 軍 退 却 し ま す。

ー : 失 敗 す る と 捕 虜 に な る

■ 勧 告 敵 軍 に 降 伏 を 促 し ま す。

+: 兵 の 損 失 を 抑 え て 勝 利 で き る ー : 捕 虜 に し た 武 将

が 解 放 さ れ る

■ 和 議 自 軍の 降 伏 を申 し 出 ま す 。

+: 成 功 す る と 確 実 に 退 却 で き る 捕 虜 に な っ て い た 武

将 が 解 放 さ れ る
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■ 内 応 敵 武 将 に 内 応 を 要 請 し ま す。

条 件 : 事 前 に 「内 応 勧 誘」 が 必 要 (P32参 照) △: 兵 士 数

泰 任 部 隊 の 行 動 を コ ン ピ ュー タ に 委 任 し ま す。

条 件 : 総 大 将の み 実 行 可 能

力 攻 ( 力 攻 め ) ひ た す ら 攻 撃 す る、 攻 め 中 心 の 戦

法 で す。

■ 正 攻 ( 正 攻 法 ) 攻 守 の バ ラ ン ス の 取 れ た 戦 法 で す。

■ 持 久 ( 持 久 戦 ) 敵 軍 の 疲 弊 を 待 つ 、 守 り 中 心 の 戦
法 で す。

委 任 を 解 除 し た い 場 合 は 、 自 軍の 「○○○ 軍 の 戦 術 」 と

い う 表 示 が 画 面 上 に 出 て い る と き に 、 B ボ タ ン / 右 ク リ

ッ ク し ま す。

命 令 を 終 了 し、 その 場 で 待 機 し ま す。

条 件 : 総 大 将 の み 実 行 可 能

戦 争 中 の 便 利 機 能
[一 覧 表 で の ジ ャン プ ] 部 隊 · 城 の な い と こ ろ を 選

ん で A ボ タン / 左 ク リ ッ ク す る と、 部 隊 一 覧 表 が 画

面 上 に 表 示 さ れ ま す 。 一 覧 表 の 中 か ら コ マ ン ド を 出
す 部 隊 を 選 び 、 A ボ タン / 左 ク リ ッ ク し て く だ さい 。

選 ん だ 部 隊 の 所 ま で カ ー ソ ル が 移 動 し て 、 コ マ ン ド

入 力 待 ち 状 態 に な り ま す。

[ ア ニ メ の ON/OFF] 戦 争 中 に B ボ タン / 右 ク

リッ ク す る と、 ア ニ メ の ON/OFF( 見 る か 見 な

い か ) を 設 定 で き ま す ( メ イ ン コ マ ン ド で は 、 《 情

報 》 コ マ ン ドの 〈 機 能 〉 に あ る [ ア ニ メ] が 同 じ 働

き を し ま す) 。
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□ 籠 城 コ マ ン ド

攻 撃 敵 部 隊 を 攻 撃 し ま す 。

条 件 : 攻 擊 可 能 範 囲 内
通 常 城 に 隣 接 す る 敵 部 隊 を 攻 撃 し ま す。

砲 撃 敵 部 隊 を 砲 撃 し ま す 。

条 件 : 射 程 距 離 内 デ : 鉄 砲 数

守 備 敵 の 攻 撃 に 備 え ま す。

■ 補 給 兵 糧 を 購 入 し 、 補 給 し ま す。

△: 兵 糧 ▽: 蓄 銭

■ 鼓 舞 兵 士 を 鼓 舞 し ま す。

△: 兵 士 気
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各 種 伝 令 を 送 り ま す 。

条 件 : 総 大 将 の み 実 行 可 能
■ 出 陣 部 隊 を 城 外 に 登 場 さ せ ま す。 出 陣 し た 部 隊 は 城
門 か ら 城 内 に 戻 る こ と が で き ま す。

■ 退 却 他 の 自 城 に 部 隊 を 退 却 さ せ ま す。

ー : 失 敗 す る と 捕 虜 に な る

■ 勧 告 敵 軍 に 撤 退 を 促 し ま す。

ー : 捕 虜 に し た 武 将 が 解 放 さ れ る

■ 和 議 自 軍 の 撤 退 を 申 し 出 ま す 。

+: 確 実 に 退 却 で き る 捕 虜に な っ てい る 武 将 が 解 放 さ れ る

■ 内 応 敵 武 将 に 内 応 を 要 請 し ま す。

条件 : 事 前 に 「内 応 勧 誘」 が 必 要 (P32参 照) △: 兵 士 数

情 報 軍 団 · 城 · 部 隊 な どの 情 報 を 見 ま す。

■ 武 将 部 隊 · 城 デ ー タ を 見 ま す。

■ 勢 力 軍 団 デ ー タ を 見 ま す 。
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軍 請
自 軍 の 全 勢 力 の 情 報 を 表 示 し ま す (P51 参 照 ) 。

条 件 : 総 大 将の み 実 行 可 能

醉 任
自 軍 の 行 動 を コン ピ ュー タ に 委 任 し ま す。

条 件 : 総 大 将 の み 実 行 可 能
委任 を解 除 す る 場 合は 、 自 軍 の 「○○○ 軍 の 戦 術」 とい
う 表 示 が 画 面 上 に 出 てい る と きに 、 B ボ タ ン / 右 ク リ ッ
ク し ま す 。

命 令 を 終 了 し ま す。

条 件 : 総大 将 の み 実 行 可 能

□ 軍 議
織 田 軍 評 定 柴 田 勝 家 1

「現 在 3 分7 分 で敵 が 優
勢 に あ る よ う で ご ざ
る 」 2

3

兵 糧 :
4

100(10) 日 間 戦 闘 可 能

織 田 軍 評 定
鐵 2日 家 清 洲 3城

部 隊 數 1 18004、 捕 虜 05.
織 田 家 鴻 海 城

部 隊 數 1 1200 人 捕 虜 0 人
斎 藤 家 稻 葉 山 城

部 隊 數 1 1900 人 捕 廣 0 人
兵 糧 : 100(10) 日 間 戦 闘 可 能

軍 議 画 面 1 軍 議 画 面 2

軍 議 を 行 う と 以 下 の 情 報 が 表 示 さ れ ま す。

1 現 在 の 自 軍 の 戦 況 に つ い て、 武 将 の 意 見 を聞 き ま す。

1 武 将 の 名 前 2 武 将 の 意 見 3 武 将 の 顔
4 兵 糧 (俵 )

2 現 在の 自 軍 の 戦 力 に つ い て、 正 規 軍 · 応 援 軍 · 同 盟 軍

そ れ ぞ れ の 報 告 を 見 ま す。

1 軍 団 種 類 2 所 属 家 3 所 属 城 4 総 兵 士 数

5 捕 虜 の 数
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□ 部 隊 の 編 成
武 将 の 選 択

出 陣 さ せ る 武 将 を 選 び 、 総 大 将 を 決 め ま す 。 籠 城 す る と

きは 自 動 的 に 総 大 将 が 決 まり ま す 。 ま た 、 大 名 が 出 陣 す

る と きに は 、 必 ず 大 名 が 総 大 将 に な り ま す。

攻 撃 側 が 勝 利 し た 場 合、 総 大 将 が 手 に い れ た 城 の 城 主 に
は 自 動 的 に な り ま す。

な お、 出 陣 で き る 武 将 は 、 正 規 軍 が 総 大 将 も 含 め て 7 人

ま で 、 応 援 · 同 盟 軍 が 5 人 ま で で す。

■ 兵 士 の 編 成
兵 士 の 編 成 を 行 い ま す。 足 軽 と 雑 兵 の 合 計 数 が 総 兵 士 数
と な り ま す 。 ま た 、 兵 士 全 体 の 士 気 と 訓 練 度 は 足 軽 と 雑

兵 の 編 成 の 比 率 に よ り ま す。

新 練 王
1 號 田 信 長 2'0 3 0 201496

羽 柴 秀 吉 20 0 2010091
柴 田 藤 家 (A)O B 0 2010087
前 田 利 家 列 ㅇ 列 0 1010081

☆

川
成 政
一 益

10 0 1010070
0 0 5 3

配 分 を し て 下 さ い
残 り : 足 軽 14

789 取 消
456 最 大
123 決 定

雑 兵 82 000- 終 了

兵 士 の 編 成 は 以 下 の 手 順 で 行 い ま す。

1 配 備 し た い と こ ろ を そ れ ぞ れ (A) ·(B) の 列 の 中 か

ら 選 び ま す 。 配 備 し た い と こ ろ を 選 び 直 す 場 合 は 、 B ボ

タン / 右 クリ ッ ク し ま す。

2 数 値 を入 力 し 、 「決 定 」 を 選び ま す。

3 1~2 の 手 順 を 繰 り 返 し ま す。

4 す べ て 配 備 し 終 わ っ た ら、 「終 了 」 を 選び ま す 。 こ の と

き、 「決 定 」 を 選 ぶ と 再 び 1 に 戻 り ま す 。 「騎 馬 と 鉄 砲 の

配 分 」 に 移 るに は 、 「終 了」 を選び ま す。

戦
争
の

進
め

方

1 部 隊 を 率い る 武 将 名

2 足 軽 数 (A)
3 雑 兵 数 (B)
4 訓 練 度
5 士 気
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■ 足 軽 と 雑 兵

[ 足 軽] 蓄 銭 で 雇 わ れ る 専 門 の 兵 で す 。 訓 練 す る こ と

で 訓 練 度 は 上 が り ま す が 、 部 隊 編 成 で 多 く の 雑 兵 を 加 え

る と 訓 練 度 は 平 均 化 さ れ ま す。

戦 争 に な る と 一 時 的 に 動 員 さ れ る 半 農 の 兵 で[ 雑 兵 ]
す。 普 段 は 農 業に 従 事 し て い ま す 。 そ の た め 農 繁 期 は あ

ま り 動 員 す る こ と が で き ま せ ん 。

■ 騎 馬 と 鉄 砲 の 配 分
兵 士 の 編 成 と 同 じ 様に し て、 そ れ ぞ れ の 部 隊 に 騎 馬 と 鉄

砲 を 配 分 し ま す。

藏

羽
柴

前

佐

紀

田

柴

田

阻
々

川

信 長 2 0 3 7 4 510097
秀 吉 20 0 0100.91
紫 家 20 0
利 家 10 0 010081
成 政 10 0 010070
一 益 10 0 010077

配 分 を し て 下 さ い
残 り : 騎 馬 0

789 取 消
456 最 大
1123 決 定

8 000- 終 了

1 武 将 名
2 兵 士 数
3 騎 馬 数
4 鉄 砲 数
5 訓 練 度
6 士 気

1 配 分 し たい と こ ろ を 選び ま す。

2 数 値 を 入 力 し、 「決 定 」 を 選び ま す。

3 す べ て の 配 分 が 終 わ っ た ら、 「 終 了 」 を 選び ま す 。

■ 騎 馬 と 鉄 砲
[ 騎 馬 ] 商 人 か ら 購 入 し ま す。 部 隊 の 騎 馬 率 が 高 い と

機 動 力 が 上 が り ま す。

[ 鉄 砲 ] 商 人 か ら 購 入 し ま す 。 部 隊 の 鉄 砲 数 が 多 い と

砲 撃 力 が 上 が り ま す 。 砲 撃 で は 味 方 の 被 害 を ま っ た く 出

さ ず に 敵 に 損 害 を 与 え ら れ ま す。 雨 が 降 る と 砲 撃 で き ま

せ ん 。
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□ 部 隊 の 識 別
部 隊 は その 種 類 に よ り 表 示 が 変 わ り ま す 。

正 規 軍 応 援 軍 同 盟 軍

攻 撃 側

守 備 側

総 大 将 総 大 将 に は 部 隊 マ ー カ ー に 白 枠

海 上 時 海 上 で は 船 の 形 に な る

部 隊 は そ の 規 模 (兵 士 数) に よ り 表 示 が 変 わり ま す。
戦
争
の

進
め

方

11~59 260~119 3120~( 百 人 )
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□ 応 援 軍 と 同 盟 軍
応 援 軍

瑪 海 城
( 武 将 8 人 ) か ら
応 援 軍 を だ し ま す
か

开

TI

自 国 の 他 の 城 か ら 応 援 軍 を 出
せ ま す。

1 どの 城 か ら 出 陣 さ せ る か を

選 び ま す。 出 陣 可 能 な 城 に は
可 マ ー ク が 表 示 さ れ ま す。

2 その 城 に い る 武 将 の 中 か ら

出 陣 さ せ る 武 将 を 選び ま す。

3 正 規 軍 と 同 様 に 部 隊 編 成 を し ま す。

■ 同 盟 軍

「 う む 、 相 判 っ た !
当 家 自 慢 の 猛 者 を
急 ぎ 遣 わ そ う ぞ ! 」

斎 藤 道 三

同 盟 関 係 に あ る 他 国 か ら 同 盟
軍 を 送 っ て も ら え ま す。

1 同 盟 軍 を 送 っ て も ら い た い

城 (他 国 ) を 選 び ま す。

2 使 者 が 交 渉 に 赴 き、 同 盟 軍

を 送 る よ う 要 請 し ま す。

3 同 盟 軍 を 送 っ て く れ る か ど う か は 、 友 好 度 お よび 同 盟

の 種 類 に よ り ま す。

同 盟 の 種 類 と 内 容 は 次 の 通 り で す。

[ 対 等 同 盟 ] 《外 交》 コ マ ン ド の 〈会 盟 〉 で 締 結 し ま

す。 2 国 間 の 力 関 係 に 優 劣 の 差 の な い 対 等 の 同 盟 で す 。

対 等 同 盟 国 間 で は 、 同 盟 軍 の 出 陣 交 渉 の 成 否 は お もに 友

好 度 に よ り ま す。

[ 優 位 同 盟 ] 《外 交》 コ マ ン ド の 〈威 圧 〉 で 締 結 し ま

す。 優 位 国 は 、 その 従 属 国 に 強 制 的 に 同 盟 軍 を 出 さ せ る

こ と が で き ま す。

[ 従 属 同 盟 ] 《外 交 》 コ マ ン ド の 〈恭 順 〉 で 締 結 し ま

す。 従 属 国 は 、 優 位 国 の 要 請 が あ れ ば い つ で も 同 盟 軍 を

出 さ な け れ ば な り ま せ ん 。
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戦
争
の

進
め

方

部 隊 の 移 動
部 隊 の 機 動 力

部 隊 に は そ れ ぞ れ 機 動 力 が あ

り ま す 。 戦 争 画 面 上 で は 、 そ

の 機 動 力 の 範 囲 内 で 部 隊 を 移
動 さ せ る こ と が で き ま す 。 ま

た、 そ れ ぞ れ 地 形 に は 、 部 隊
を 移 動 さ せ る と 消 費 す る 機 動

カ (消 費 機 動 力) が あ り ま す 。 消 費 機 動 力 は 地 形 に よ っ

て 異 な り ま す (P57参 照) 。

■ 地 形 効 果
戦 争 の 有 利 不 利 に は 、 その 部

隊 が い る 地 形 の 特 性 ( 地 形 効

果 ) が 影 響 し ま す 。 地 形 効 果
の 差 が 大 きい ほ ど 攻 撃 · 防 御

の 効 果 が 現 れ ま す 。 敵 よ り 優
位 に 立 つ た め に は 、 地 形 効 果

の 高 い 地 形 で 戦 う の が 得 策 で す (P57 参 照) 。

■ 天 候 の 影 響

雨 で 鉄 砲 は 使 え ま
せ ん

天 候 も 戦 況 に 影 響 し ま す 。 雨
の と き に は 、 部 隊 の 機 動 力 と

兵 の 士 気 が 下 が り 、 鉄 砲 も 使

え な く な り ま す 。 ま た 晴 れ て

い て も 暑 す ぎ る と、 兵 や 馬 が

バ テ て し まい 機 動 力 と 士 気 を

損 な う こ とに な り ま す。
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□ 地 形 一 覧
消 費 機 動 力 と 地 形 効 果 は 以 下 の 通 り で す 。

地 形 消 費 機 動 力 地 形 効 果

道 1 (5) 4

橋 1 (5) 4

町 1 (5) 5

湿 地 2 (5) 2

砂 地 2 (5) 3

田 畑 2 (5) 3

平 地 2 (5) 4

本 陣 2 (5) 6

森
林 3 (5) 5

低 山 3 (5) 5

川 4 (5) 1

海 4 (2) 1

高 山 × (×)

城 X (X) 6+

城 門 * (*)

( ) 内 は 海 上 か ら 移 動 す る た め に 必 要 な 消 費 機 動 力 で す。

*: 守 備 側 の み 侵 入 可 能

×: 侵 入 不 可

+: 防 御 度 に よ り 加 算
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イ ベ ン ト

ゲ ー ム で 発 生 す る イ ベ ン ト に は 、 定 期 的 に 起 こ る 定 期 イ

ベ ン ト と 突 然 起 こ る 突 発 イ ベ ン ト が あ り ま す 。

マー ク に つ い て

地 域 : 発 生 地 域 △: 上 が る デ ー タ +: 良 い 点

時 期 : 発 生 時 期 ▽: 下 が る デ ー タ ー : 悪 い 点

□ 定 期 イ ベ ン ト

税 収 と 年 貢

[ 税 収 ] 町 民 か ら 税 金 を 徴 収 し ま す 。

時 期 :1 月 △: 蓄 銭

[ 年 貢 ] 農 民 か ら 年 貢 を 徴 収 し ま す 。

時 期 :7 月 △: 兵 糧

■ 俸 禄 と 扶 持 米

[ 俸 禄 ] 足軽 に 俸 禄 を 支 給 し ま す 。 蓄 銭 が 足 り な い と

兵 士 数 が 減 り ま す。

時 期 :1 月 ▽: 蓄 銭

[ 扶 持 米 ] 足 軽 に 扶 持 米 を 支 給 し ま す。 兵 糧 が 足 り な

い と 兵 士 数 が 減 り ま す。

時 期 :7 月 ▽: 兵 糧

イ
ベ

ン
ト

□ 突 発 イ ベ ン ト
突 発 イ ベ ン ト に は 、 以 下 の よ う な 種 類 が あ り ま す 。 豊

作 · 凶 作 · 台 風 · 地 震 が 発 生 し た 地 域 は 全 国 マ ッ プ 上 に

表 示 さ れ ま す。

■ 一 揆

その 国 の 治 安 度 が 低 い と、 住 民 が 反 乱 を 起 こ す こ と が あ

り ま す 。

時 期 : 不 定 ▽: 兵 士 数 · 人 口 率
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■ 謀 叛

忠 誠 心 が 低 い 武 将 は 謀 叛 を 起 こ す こ と が あり ま す。

時 期 : 不 定 ▽: 武 将 数 ー : 武 将 の 独 立 · 国 力 の 低 下
■ 浪 人 の 仕 官

自 国 内 に い る 浪 人 が 面 会 を 求 め、 仕 官 し て く る こ と が あ

り ま す 。

時 期 : 不 定 △: 武 将 数
■ 商 人

大 名 ま た は 国 主 の い る 城 に 商 人 · 南 蛮 商 人 · 茶 人 な ど が

訪 れ る こ と が あり ま す。

時 期 : 不 定 +: 家 宝 を 購 入 で き る

■ 豊 作

豊 作 が 訪 れ る こ と が あ り ま す 。

地 域 : 不 定 時 期 :7 月 △: 米 収 穫

■ 凶 作

凶 作 に 襲 わ れ る こ と が あ り ま す 。

地 域 : 不 定 時 期 :7 月 ▽: 米 収

穫 · 商 業 値 · 人 口 率 · 兵 士 数
■ 台 風

台 風 に 見 舞 わ れ る こ と が あり ま す。

地 域 : 西 日 本 時 期 :4~6 月 ▽ :

商 業 値 · 人 口 率 · 城 防 御 度

■ 地 震

地 震 が 発 生 す る こ と が あり ま す。

地 域 : 不 定 時 期 : 不 定 ▽: 城 防 御

度 · 商 業 値 · 兵 士 数

■ 大 雪

雪 国 で は 大 雪 が 降 る こ と が あ り ま す。

地 域 : 東 北 · 北 陸 時 期 :10~12 月

: 部 隊 の 戦 場 へ の 到 着 が 遅 れ る

イ

ベ

ン
ト

59



戦 国 大 名 列 伝

織 田 信 長 (1534~1582)
経 歴

尾 張 那 古 野 で 誕 生 。 若 年 の 頃 は 、 そ の 奇 抜 な 行 動 か ら

「大 う つ け 」 と よ ば れ た 。 父 の 死 後、 家 督 を 継 ぐ と 尾 張 を

統 一 。 桶 狭 間 に て 今 川 義 元 を 破 る と 、 徳川 家 康 と 同 盟 を

結 び 、 美 濃 の 斎 藤 家 攻 略に 乗 り 出 す 。 稲 葉 山 城 陥 落 後 は 、

破 竹 の 勢 い で 天 下 統 一 を め ざ し た 。 1582 年、 明 智 光 秀に

本 能 寺 で 討 た れ る。

ゲ ー ム で は …

尾 張 の 貫 高 上 限 は 高 く、 知 行 地 に は 事 欠 か な い 。 信 長 の
能 力 値 は 申 し 分 な く、 配 下 に も め ぐ ま れ て い る 。 ま た、

羽 柴 秀 吉、 滝川 一 益 とい っ た 使 え る 連 中 も 浪 人 と し て 仕

官 し て く る。 シ ナ リ オ 1 で は 、 斎 藤 との 同 盟 をフ ル に 活

用 し て、 今 川 を 攻 め、 徳川 家 臣 団 を 手に 入 れ よ う 。 し か

し、 美 濃 が 他 国 に 攻 め ら れ て 疲 弊 し てい る 場 合 に は 、 見
限 っ て 斎 藤 を 攻 め よ う。 後 々 の た め に も、 美 濃 は 必 ず 手

に い れ た い 。 シ ナ リ オ 2 で は 、 す で に 美 濃 を 手 に い れ て

い る の で、 東 の 武 田 の 動 きに 注 意 し な が ら、 畿 内 制 圧 に

乗 り 出 そ う。 強い て 挙 げ る 弱 点 は ない 。

織 田 家 所 領 一 覧

〔シナリオ1〕 〈織 田 信 長· 清 洲 城〉 尾 張 (2)

〔シナリオ2〕 〈織 田 信 長 · 岐 阜 城 〉 美 濃 ☆、 尾 張 (4)

〔シナリオ3〕 〈織 田 信 長 · 安 土 城 〉 美 作、 播 磨、 伯 耆、

河 内 和 泉 、 因 幡 、 但 馬 、 摂 津、 丹 波 、 大 和 、

きた 、お うみ

山 城 、 丹 後 若 狭、 伊 賀、 尾 張、 北 近 江、

南 近 江 ☆、 伊 勢 志 摩、 越 前 、 美 濃、 加 賀、

飛 騨 、 能 登 、 越 中、 南 信 濃 、 その 他 (35)

☆ マ ー ク は 「本 国 」 ( ) 内 の 数 字 は 全 城 数
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□ 武 田 信 玄 1521~1573)
経 歴

名 門 · 甲 斐 守 護 武 田 家 嫡 男 と し て 誕 生 。 父 信 虎 を 駿 河 の

今 川 家 に 追 放 し、 当 主 の 座 に つ く 。 当 時 、 武 田 騎 馬 隊 は

無 敵 と う た わ れ 、 周 辺 諸 国 に 恐 れ ら れ た 。 信 濃 へ の 侵 攻
途 上 で、 上 杉 謙 信 と 数 度 に わ た っ て 激 突 し た が 、 決 着 は
つい て な い 。 1572 年 に は 大 軍 を 率 い て 上 洛 に 臨 み 、 三 方

ヶ 原 で 徳川 軍 を散 々 に 蹴 散 ら し た 。 が 、 陣 中 で 謎 の 急 死
を と げ る。

■ ゲ ー ム で は …

完 璧 に 近 い 能 力 値。 名 将 ぞ ろい の 家 臣 団 。 ゲ ー ム 上 の 信

玄 も 史 実 通 り の 無 敵 ぶ り を 披 露 し て い る 。 シ ナ リ オ 1 か

ら す で に 2 カ 国 を 領 有 し、 甲 斐 に は 金 山 も あ る 。 優 秀 な
家 臣 団 を 活 用 し て、 多 面 作 戦 に で る こ と も 可 能 で あ る 。

問 題 は、 「越 後 の 龍 」 で あ る。 な る べ く、 謙 信 と の 決 戦 は
避 け 、 国 力 を 疲 弊 さ せ な い よ うに し よ う 。 シ ナ リ オ 3 で

は 、 優 秀 な 家 臣 た ち が、 史 実 通 り 川 中 島 や 長 篠 で 戦 死 し

て し ま っ てい て 登 場 し な い の で、 勝 頼 に 父 信 玄 の よ う な

無敵 ぶ り は 期 待 で き な い か も し れ な い …… 。

武 田 家 所 領 一 覧

〔シナリオ1〕 〈武 田 晴 信 · 躑 躅 ヶ 崎 〉

호호

甲 斐 ☆、 南 信 濃 (4)

〔シナリオ2〕 〈武 田 信 玄 · 躑 躅 ヶ 崎 〉

甲 斐 ☆、 北 信 濃 、 南 信 濃 (6)

〔シナリオ3〕 〈武 田 勝 頼 · 躑 躅 ヶ 崎 〉

甲 斐 ☆、 駿 河 (3)
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■ 上 杉 謙 信 (1530~1578)
経 歴

幼 少 時 、 寺 に 預 け ら れ る が 、 兄 晴 景 か ら 家 督 を 譲 ら れ て

春 日 山 城 に 入 る。 1559年、 関 東 官 領 職 と 上 杉 姓 を 譲 り 受

け た 後 は 、 関 東 の 北 条 氏 と も 戦 火 を 交 え た 。 川 中 島 の 合

戦 に お い て も 信 玄 の 本 陣 に 単 騎 で 突 入 す る な ど 、 そ の 人
並 は ず れ た 戦 い ぶ り は 「軍 神 」 と 讃 え ら れ た 。

■ ゲ ー ム で は …

ゲ ー ム で の 謙 信 は 、 最 強 の 戦 闘 力 100 を 誇 る。 家 臣 の 質 で

は、 ラ イ バ ル の 武 田 に 多 少 見 劣 り す る が 、 謙 信 に 大 量 の
兵 士 を も た せ れ ば 、 突 撃 を か け て 勝 て な い 相 手 は い な い 。

居 城 の 春 日 山 城 は 1,2位 を 争 う 堅 城 で あ る し 、 佐 渡 に は 金

山 も あ る。 攻 略 の 基 本 と し て 、 ま ず は 武 田 と 北 条 の 同 盟

を 分 断 す る こ と 。 そ う し た 上 で 、 関 東 · 東 北 を 制 圧 す べ

きで あ る。 そ の 頃 に は 、 上 洛 す る な り、 武 田 と 決 着 をつ
け た り す る た め の 国 力 が 蓄 え ら れ てい る で あ ろ う。 間 違

え て も、 最 初 か ら 武 田 · 北 条 連 合 軍 と 正 面 か ら ぶ つ か っ
て は な ら な い 。

上 杉 家 所 領 一 覧

〔シナリオ1〕 〈長 尾 景 虎 · 春 日 山 城 〉

越 後 佐 渡 (3)

〔シナリオ2〕 〈上 杉 謙 信 · 春 日 山 城 〉

越 後 佐 渡 ☆、 越 中、 上 野 (6)

〔シナリオ3〕 〈上 杉 景 勝 · 春 日 山 城 〉

越 後 佐 渡 ☆、 その 他 (4)

☆マ ー クは 「本 国 」 ( ) 内 の数 字 は 全 城 数
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□ 毛 利 元 就 (1497~1571)
■ 経 歴

安 芸 郡 山 城 に 生 ま れ る 。 一 介 の 小 豪 族 に す ぎ な か っ た 毛

利 氏 を、 得 意 の 智 謀 を 駆 使 し て 一 大 勢 力 に ま で 築 き 上 げ

た 。 次 男 元 春 を 吉 川 家 に 、 三 男 隆 景 を小 早 川 家 に 養 子 に

出 し て 、 その 地 盤 を 固 め た 。 厳 島 で 陶 軍 を 破 る と 、 2 年

後 に は 周 防 · 長 門 の 2 カ 国 を 握っ た 。 1566年、 宿 敵 尼 子
氏 をつい に 打 ち 破 り、 中 国 の 覇 者 と な る。

■ ゲ ー ム で は …

ゲ ー ム で の 毛 利 氏 は 、 序 盤 か ら 軍 事 力 を 蓄 え ら れ る 国 力

を 持 つ 上 、 周 辺 諸 国 が 弱 小 な の で 、 領 土 拡 大 し や す い 。

大 内 氏 を 滅 ぼ し た 後 は 、 九 州 制 圧 を め ざ し 、 九 州 の 国 力

と人材 を手に い れ よ う。 そ の 後 は 、 四 国 だ 。 元 就 自 身 の

智 謀 を 生 か し て、 策 略 を か け ま く る の も 面 白 い 。 シ ナ リ
オ 3 で は 、 輝 元 が そ の 後 を 継 い で い る が 、 織 田 家 の 羽 柴

秀 吉 が 播 磨 に 進 出 し て お り 、 輝 元 だ け の 力 で は 抗 し が た

い 。 長 宗 我 部 と は 手 を 組 ん で、 強 大 な 織 田 勢 力 に 対 抗 し

た い 。

毛 利 家 所 領 一 覧

〔シナリオ1〕 〈毛 利 元 就 · 吉 田 郡 山 城 〉

安 芸 ☆、 備 後 (3)

〔シナリオ2〕 〈毛 利 元 就 · 吉 田 郡 山 城〉 安 芸 ☆、 長 門 、

周 防、 石 見、 備 後、 出 雲 隠 岐、 伯 耆 (11)

〔シナリオ3〕 〈毛 利 輝 元 · 吉 田 郡山 城〉 安 芸 ☆、 長門、

周 防 、 石 見、 備 後、 出 雲 隠 岐、 備 中、

その 他 (13)
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□ 北 条 氏 康 (1515~1571)
·

経 歴

小 田 原 北 条 の 3 代 目 。 武 田 · 今 川 と 三 国 同 盟 を 結 び 、 関
東 制 圧 に か か る が 、 上 杉 謙 信 が 関 東 に 向 け て た び た び 出

兵 。 小 田 原 城 を 包 囲 さ れ な が ら も 決 戦 は 避 け 、 隙 を 見 て

は 北 関 東に 出 兵 し て 権 勢 を 取 り 戻 し て い る 。 一 方 で 武 田

との 同 盟 が 破 棄 さ れ る と、 宿 敵 謙 信 と 手 を 結 ぶ な ど、 関
√

東 を め ぐ り 、 武 田 · 上 杉 · 北 条 が 三 つ 巴 の 争 い を 繰 り 広
げ た 。

■ ゲ ー ム で は …

北 条 氏の 総 貫 高 は 全 国 で 第 2 位 、 関 東 で は 第 1 位 で 、 総
国 力 は 非 常 に 高 い 。 氏 康 自 身 も 名 将 の 名 に ふ さ わ し い 人

物 で、 優 秀 な 家 臣 と し て 一 門 衆 の 氏 照 や 綱 成 を も 抱 え て

い る 。 序 盤 は 西 の 守 り を 無 敵 の 小 田 原 城 で 固 め、 関 東 地

方 の 制 圧 を め ざ す。 そ し て 制 圧 し た 関 東 を 基 盤に 据 え て、

武 田 や 織 田 の 領 土 を少 し ずつ 切 り と っ て 行 こ う。 上 洛 の

日 は 近 い 。

北 条 家 所 領 一 覧

〔シナリオ1〕 〈北 条 氏 康 · 小 田 原 城 〉

相 模 伊 豆 ☆、 武 蔵 (5)

〔シナリオ2〕 〈北 条 氏 康 · 小 田 原 城 〉

相 模 伊 豆 ☆、 武 蔵 (5)

〔シナリオ3〕 〈北 条 氏 政 · 小 田 原 城 〉

相 模 伊 豆 ☆、 上 野、 武 蔵 (7)

☆ マ ー ク は 「本 国 」 ( ) 内 の 数 字 は 全 城 数
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□ 長 宗 我 部 元 親 (1539~1599)
経 歴

若 年 の 頃 は 「色 白 く、 柔 和 で 、 寡 黙 」 だ っ た た め 、 「 姫 若

字 」 と あ だ 名 さ れ た 。 初 陣 も 22歳 と 遅 か っ た が、 その 戦
で は 獅 子 奮 迅 の 働 き を 見 せ、 以 来 大 器 と し て そ の 才 を 顕

ほ んの う 上

し て い く。 36歳 で 土 佐 を 平 定。 信 長 の 四 国 征 伐 も 本 能 寺

の 変に よ り 沙 汰 や み と な り、 1583年、 つ い に 四 国 を 統 一

す る 。

■ ゲ ー ム で は …

長 宗 我 部 家 は お 隣 の 河 野 家 に 経 済 力 で 劣 る が 、 人 材 で は

圧 倒 的 優 位 に あ る。 シ ナ リ オ 2 よ り 大 名 に な る 元 親 も、

四 国 最 強 の 能 力 値 を 持 ち、 土 佐 に 国 力 さ え 備 わ れ ば 、 四

国 統 一 は 目 前 に あ る と 言 っ て も 過 言 で は な い 。 四 国 統 一
後 は 本 土 上 陸 に 乗 り 出 す わ け だ が 、 シ ナ リ オ 3 だ と、 強

大 な 織 田 軍団 と の 死 闘 が 待 っ て い る。 ぜ ひ と も 毛 利 氏 と

同 盟 を 結 び 、 織 田 勢 力 の 分 散 を 待 と う。 中 国 · 四 国 地 方
に 集 中 し てい る 織 田 軍 精 鋭 が、 い な く な っ た と き が チ ャ

ン ス だ 。

長 宗 我 部 家 所 領 一 覧

正 〔シナリオ1〕 〈長 宗 我 部 国 親 · 岡 豊 城 〉

土 佐 (2)

〔シナリオ2〕 〈長宗 我 部 元 親 · 岡 豊 城 〉

土 佐 (2)

〔シナリオ3〕 〈長 宗 我 部 元 親 · 岡 豊 城〉

土 佐 ☆、 阿 波 淡 路 (3)
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□ 伊 達 輝 宗 (1544~1585)
経 歴

奥州 探 題 · 伊 達 晴 宗 の 次 男 と し て 生 ま れ る 。 領 内 の 内 紛

を 静 め る 一 方 、 最 上 · 畠 山 と い っ た 面 々 と 死 闘 を 繰 り 広
げ た 。 1584 年、 息 子 の 政 宗 に 家 督 を 譲 っ て 隠 居 。 そ の 翌

年に 、 畠 山 義 継 に 拉 致 さ れ る 。 つ れ 去 ら れ る 途 中 で 追い
つ い た 政 宗 に 、 自 分 も ろ と も 銃 撃 さ せ 、 逃 げ 切 れ ぬ と 悟

っ た 義 継 に 刺 殺 さ れ た。

■ ゲ ー ム で は …

ゲ ー ム で の 伊 達 氏 の 国 力 は 、 東 北 で 第 2 位 。 米 沢 城 の 貫

高 は な か な か 高 く、 開 発の し が い が あ る 。 ま た 、 奥 州 大

名の 特 徴 とし て、 騎 馬 の 保 有 率 が 高 く、 他 地 方 の 大 名に
比 べ て 有 利 で あ る 。 た だ し 、 大 名 の 能 力 値 は 決 し て 有 利

な も の とは 言 え ず、 独 眼 竜 政 宗 の 登 場 が 待 ち 遠 し い 。 政
宗 が 登 場 す る 頃 に は 、 優 秀 な 家 臣 も 出 そ ろ っ て お り 、 将

来に 不 安 は な い 。 政 宗 が 登 場 す る ま で に は 何 と か し て 領
地 を 拡 大 し、 向 後 を 託 せ る よ う に し た い 。 その た め に は

蘆 名 氏 を 倒 し て 関 東 に 進 出 す る よ り も、 地 道 に 東 北 制 圧
を め ざ し た 方 が よ い 。 上 洛 は そ の 後 だ 。

伊 達 家 所 領 一 覧

〔シナリオ1〕 〈伊 達 晴 宗 · 米 沢 城 〉

陸 中 (2)

〔シナリオ2〕 〈伊 達 輝 宗 · 米 沢 城 〉

陸 中 (2)

〔シナリオ3〕 〈伊 達 輝 宗 · 米 沢 城 〉

陸 中 (2)

☆ マ ー ク は 「本 国 」 ( ) 内 の 数 字 は 全 城 数
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□ 島 津 義 久 (1533~1611)
■ 経 歴

島 津 家 の 第 16 代 当 主 。 1566年 に 父 貴 久 か ら 家 督 を 引 継 い

だ 義 久 は 、 三 州 統 一 を 推 し 進 め 、 1577 年 、 薩 摩 · 大 隅 ·

日向 を 手 に 入 れ る 。 さ ら に 九 州 制 覇 に 乗 り だ し 、 耳 川 の

合 戦 で 大 友 氏 を 破 り 、 島 原 の 合 戦 で は 龍 造 寺 隆 信 を 敗 死

さ せ た 。 そ の 後 、 筑 前 を も 従 え、 ほ ぼ 九 州 全 土 を 支 配 下

に お い た 。

■ ゲ ー ム で は …
ゲ ー ム で の 、 島 津 氏 は 、 大 名 の 義 久 を 始 め、 優 秀 な 家 臣

に 支 え ら れ て お り 、 十 分 に 天 下 を 狙 え る 実 力 を 有 し て い

る。 九 州 の 南 端 とい う 地 理 的 に も 恵 ま れ た 条 件 に あ る 。

一 気に 北 上 し 九 州 統 一 を め ざ そ う。 九 州 統 一 後 は 、 毛 利
氏 と 長 宗 我 部 氏 に ぶ つ か る が、 織 田 家 な ど 中 央 の 強 大 な

勢 力 と 組 ん で 、 中 国 · 四 国 を 切 り と る の も 一 つ の 手 で は

あ る 。 ま た 薩 摩 に は よ く 南 蛮 船 が 来 航 し て 南 蛮 渡 来 の 家

宝 が 購 入 で き る し、 種 子 島 で は 鉄 砲 を 半 額 で 購 入 す る こ

と も で き る 。 何 か と 利 点 が 多 い の だ が 、 そ れ だ け 敵 に 狙

わ れ や すい とい う こ と も 忘 れ ずに 。

島 津 家 所 領 一 覧

〔シナリオ1〕 〈島 津貴 久 · 内 城 〉

薩 摩 (2)

〔シナリオ2〕 〈島 津 義 久 · 内 城〉

薩 摩 ☆、 その 他 (4)

〔シナリオ3〕 〈島 津 義 久 · 内 城〉

薩 摩 ☆、 大 隅、 日 向 (8)
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